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財団の存在意義 
 

 
 

理事長 金 子 章 道 
 
 

 
ノバルティス科学振興財団が設立 20 周年

を迎えることになりました。1987 年にチバ

ガイギーグループからの 10 億円の基金を

もとにチバガイギー科学振興財団として設

立されてから 20 年が経ったわけです。当財

団が今日あるのは、数え切れない方々の表

から裏からのご支援の賜物であり、それに

対し心から感謝する次第です。理事長とし

て財団の 20 周年に立ち会えることは私に

とって大変光栄なことと思っております。 
最近、財団年報第 1 号に設立の経緯が詳

細に記録されていることを知りました。20
年前のことですから、ご存知の方も少なく

なったと思いますので、次ページにその一

部を引用して、改めて財団の設立の目的と

経緯をここに明確にしたいと思います。こ

れを読み返してみますと、現在でも当時の

基本的な考え方は変わっていないことが明

らかです。 
さらに記録を辿ってみますと、これまで

に行ってきた研究助成は助成金贈呈者 871
名、研究集会助成 153 件、日欧研究者交流

助成 94 名、海外出張助成 60 名、その他特

別助成 14 件、総助成金額は 13 億 8000 万円

に上ります。当財団の研究助成をお受けに

なった方々の中にはすでに全国の大学など

主要な研究教育機関の教授の地位に就かれ、

研究の第一線で活躍されていたり指導的立

場に立っておられたりする方などが多く、

枚挙に暇がありません。 
 

 
 
 
 

 

 
当財団が果たして来た役割は何だったので

しょうか。資金面でのサポートは近頃の大

型研究費に比べると僅かな部分を占めるに

過ぎません。しかし、助成を受けられた方々

にとって、当時ご自身の研究が高く評価さ

れたことによる精神的なサポートは大きか

ったのではないかと推測しております。と

申しますのも、研究助成を例にとって見て

も、大学推薦という関門を通った優れた申

請が、更に高い競争率を突破して採択され

たということの意義は大きいと思います。

財団では正確で公正な評価を行うために、

各研究領域の第一線で活躍されている研究

者に審査をお願いしております。審査員の

方々の研究のお邪魔にならないかと心配し

つつも、助成を受けられる方のために、貴

重なお時間をいただきたくご無理をお願い

している次第です。いつも快く審査をお引

き受け下さっている皆様にこの場を   
借りて心より御礼申し上げます。 
財団設立当時を振り返り、今も変わらぬ基

本理念に基づいて今後も研究者のお役に立

てる事業を推進していきたいと、20 周年を

迎えて気を引き締めております。 
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ノバルティス科学振興財団設立の経緯

 
 
 
1985 年 8 月 予備調査開始 
 チバガイギー･グループとして日本に初めて基

礎研究所を設立することになり、これにあたって、

プロジェクト･チームが結成された。このチーム

には、学界の著名人や企業の研究所を訪ね、日本

の学界の状況と企業として学界に果たせる役割

は何かなど調査する目的があった。この調査は基

礎研究所設立のプランを立てるためであったの

だが、この調査を進めていくうちに日本では財団

法人が学界の助成に大いに貢献していることを

知った。これがチバガイギー･グループが日本に

財団を設立するきっかけとなり、その後、約 1 年

にわたって日本の研究助成財団を調査した。 
 
 
1986 年 9 月 財団設立準備開始 
 チバガイギー･リミテッド社および日本チバガ

イギー（株）は、日本に基礎研究所を設立するこ

とによって日本の社会から受ける多大な恩恵に

応えるために、日本に財団を設立することを決め

た。チバガイギー･グループは財団法人として既

にスイスにフリードリッヒ･ミィシャー研究所を、

またロンドンにチバ財団を設立していたが、第 3
番目の財団を設立することになったのである。 
 プロジェクト・チームは、基礎研究所の設立準

備と平行して助成財団設立のための準備を開始

した。まず、設立趣意書を作成した。日本におけ

る創造的研究の必要性、研究者の国際交流の必要

性、およびチバガイギー・グループとして日本に

研究助成財団を設立する決意の表明の 3点を柱と

した。これに合わせて、助成対象分野は生命科学

および化学、高分子学を含むかなり領域の広いも

のにした。また、発起人、理事、評議員の候補の

先生方に就任のお願いにあがった。 
 
 
1987 年 1 月  財団設立説明会 
 主だった発起人を日本チバガイギー（株）に招

き、これまでの経過や設立の趣旨を説明した。 
 

 
 
1987 年 2 月 文部省学術国際局研究助成課訪問 
 当財団の助成対象の分野が広範囲なことと基

礎研究の助成に重点を置くなどの理由から、主務

官庁を文部省にお願いすることにした。文部省が

最初の外資系会社出損の財団の設立であったの

で、例外的なこともあったが、その都度柔軟な対

応と懇切な助言を受けた。 
 
 
1987 年 3 月 チバガイギー･リミテッド社より基

本財産の寄付 
 チバガイギー･リミテッド社より当財団設立の

ための基本財産として 10 億円を、さらに運営資

金として毎年 5000 万円を寄付するという申し出

があった。 
 
 
1987 年 6 月 発起人会開催 
 財団設立のための発起人会が 6 月 3 日に開かれ

た。発起人は、山村雄一、福井三郎、野崎一、三

川禮、池原森男、岡見吉郎、佐藤了の 7 名の先生

とチバガイギー側から P.ドゥドラー、清水俊昭、

Ｐ．バウマン、Ｍ．ブルガーの 4 名の計 11 名で

あった。この会で発起人代表に福井三郎氏を選出

し、設立趣意書など財団設立に必要な決議を行っ

た。 
  
             財団年報第 1 号より 
 
以上のような経緯で、1987 年 9 月 3 日文部省よ

り財団設立が許可されました。 
 
         
          
 
 
 
 
 
 
            設立許可証と設立趣意書 
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   昭和 62 年財団設立発起人会 
 
     
 
              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
    昭和 62 年財団設立発起人会 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 第 1 回研究奨励金贈呈式 
 

ノバルティス科学振興財団としての贈呈式 
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             財団理事･評議員の先生方より 

 
好熱菌に魅せられて 40 年 

  
共和化工・環境微生物学研究所 

所長 大島 泰郎 
（財団理事） 

 
今年は本財団が設立されてから２０周年とい

う記念の年に当たる。私個人にとっては、好熱菌

に一目惚れして４０年目に当たる。当時、博士研

究員としてサンフランシスコ郊外にある NASA
の研究所に留学中で、地球圏外生物学の研究室に

所属していた。仲がよかった研究員の一人が、灼

熱の金星生物のモデルとしてイエローストン国

立公園内の温泉の泉源に棲む好熱菌を分離する

研究を始めていた。４０年前、私は NASA の滞在

期間がおわりに近づき（あと一年ニューヨークの

大学で研究する予定ではあったが）、帰国後の研

究を考えていた。好熱菌の話を聞いて「これだ」

と惚れ込んでしまった。 
好熱菌の研究は、細胞の部品が安定であること

を利用して、高等生物の細胞を使っては出来ない

実験をするとか、安定な酵素などをバイオ技術に

利用するとか、生命の限界という生命とは何かに

直結する研究、さらには生命の起源につながった

り、宇宙生物学の研究としても意味があったりと

多面的な性格があるが、そのどれにとっても基盤

となる課題がなぜ核酸、酵素、タンパク質などが

熱耐性かという問いである。tRNA など核酸も安

定であるが、酵素の中には 120℃でも安定な例が

報告されている。 
よく「酵素タンパク質はどのようにして熱に耐

えているのか？」と質問されるが、答えは簡単で

ない。常温生物の酵素と比べても、アミノ酸配列

も似ていれば立体構造も重ね合わせできるほど

同じである。ただ好熱菌のタンパク質は、微妙な

構造の修正を積み重ねている。たとえば、一回り

大きな側鎖を持つアミノ酸に置換して、タンパク

質内部の僅かな空隙（キャビティ）を埋めると解

釈できる例がある。このようにタンパク質毎に違

った多彩な戦術を採用し、僅かな努力をいくつか 
 

 
重ねると、変性温度は 30℃くらい上がり好熱菌  
のタンパク質がなぜ丈夫かが説明できる。 
何だか、好熱菌タンパク質の耐熱機構は研究を 
助成している科学研究財団の活動に似ているよ

うである。研究を支える経費の骨格は、公的な競

争資金でまかなわれるべきであるが、そこへ僅か

な「支え棒」を加えることで、好熱菌のタンパク

質のようなひと味違う性格が生まれてくる。好熱

菌の戦術に似て、個々の財団の支援経費は公的資

金に比べると僅かなものだが、それぞれが支援対

象を絞るなど多彩・多面的な支援をすることによ

って、わが国の研究界の足腰を鍛えてきていると

いえよう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真説明：90℃近くまで活性を保っている好熱菌の酵

素の立体構造の一例。常温生物の同じ酵素と比べると、ほ

とんど同じ構造をしているが、細部の僅かな違いが熱安定

性を与えている。 
 
           

 
 
 
 
  
           選考委員当時の大島先生 
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ノバルティス科学振興財団の 
設立 20 周年記念に寄せて 

 
大阪大学名誉教授 

園田 孝夫 
（財団理事） 

  
この度、ノバルティス科学振興財団が設立後 20
周年を迎えられましたことに心からなる祝意を

表する次第です。 
この間、本財団が生物・生命科学およびそれに関

する化学の領域における創造的な研究に対して

助成活動をされ、極めて多くの優れた研究者を世

に送り出された実績は高く評価されて然るべき

でありましょう。このように権威ある財団の大役

である理事を引き受けるようにとの要請を受け

て以来、既に８年が経過いたしました。実際には

種々の行事と重なり出席率の悪い理事として申

し訳なく思っております。 
 実の所、大学時代に丹波地方に出かけた折にチ

バ笹山工場が自然の景観の中に発見した記憶が

あります。その頃は旧チバガイギー科学振興財団

の名前は存じ上げておりましたが、一臨床家が応

募するには程遠い存在でしかありませんでした。

しかしサンド薬品についてはその本拠地がスイ

スのバーゼルにあって臓器移植分野に欠かせな

いカルシニューリン阻害剤であるシクロスポリ

ンを世界に送り出したという実績の恩恵を享受

しており、これによって移植成績が将来を約束で

きるまでに向上したことは万人の認める所であ

ります。後にチバガイギー社とサンド社が合併し

ノバルティス社に名前が変更されましたが、その

語源が nova（新）と artis（芸術・技術）の合成

語であることを知り大いに納得したものであり

ます。丁度、Novartis という社名に慣れた頃に

大役を仰せつかったわけであります。 
 就任後早々に開催された理事会において、従来

一件 130 万円から 120 万円の研究助成金が 40 乃

至 45 名に分配されていたものを、財源の関係か

ら助成件数の削減が議論されたことがありまし

た。確かに研究費は多いことに越したことはあり

ませんが、一件当たりの助成金額が多少減っても

錚々たる審査委員会メンバーが絞り込まれた優

秀な研究者にとっては非常に名誉なことである

と主張し、それが承認されて現在に至っているこ

とに満足感を味わっている次第であります。 
 当財団が寄付行為の精神を貫き、生物・生命科

学の発展に寄与しつつ国際的な評価を維持し続

け得ることを願ってやみません。 
 
 
 
 

実験方法の進歩 
 

 
東京女子医科大学 

国際統合科学ｲﾝｽﾃｨｰﾃｭｰﾄ 特任教授  
筑波大学名誉教授 京都大学名誉教授 

眞崎 知生 
（財団理事） 

 
私が本財団の理事を務めさせていただいて１０

年近くなる。この間生命科学の方法は大きく変わ

り、この研究領域全体が著しい進歩を遂げてきた

ように思う。 
私の若い頃の実験は蛋白質の精製が中心で、その

精製した蛋白質が活性を失う前に実験を終えな

ければならなかった。そこで、途中で、はじめに

予想していなかった結果がでると、計画変更を余

儀なくされ、夜遅くまで実験を続けたものである。

研究室からの帰りの終電に間に合わず、よくタク

シーで帰宅した。タクシーの車内でラジオの深夜

放送を聞きながらその日一日の疲れを癒すのが

常だった。前を行く車のテールランプが美しかっ

た。このような想い出のためか私にとって「研究

は頭脳より体力」という印象が強い。 
その後、生命科学は核酸・遺伝子の時代に入り、

ヒト遺伝子の全構造があきらかになった。この流

れは生命科学の研究方法に大きな変革を与えた。

蛋白質を精製するよりは遺伝子で細胞内や生体

内に発現あるいは発現を抑制させるなどする。試

験管の代わりに培養細胞や遺伝子改変動物を使

って観察するようになった。実験器具は出来合い

のキットなどが多く、確立した培養細胞を使うこ

とが多い。多くの試料が必要だが、市販されてい

るものも多い。費用がかかるので、よく考えて実

験計画を立てねばならない。計画がよければ、思

いがけない事態の生じることも少なく実験が進

み、昔のように終電車に駆け込む必要も少なくな
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ったのではないかと思う。 
一方、方法は明確になったが、画一的になり、多

様性がなくなった。誰もが納得できる方法で結果

が示される。昔の私たちの蛋白質研究におけるよ

うな曖昧さが少ない。 
このように新しい方法が出ると研究が飛躍的に

進歩することが多い。しかし方法が画一的になる

と、将来発展する研究の余地が少なくなる欠点も

あるような気もする。これから研究しようとする

ものにとっては研究対象に曖昧な点が多いほど

ありがたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大学教育の現状 

 

神戸学院大学 
学長 眞弓 忠範 

（財団理事） 
 

21 世紀に入り、社会のあらゆる分野でグローバリ

ゼーションが進展し、世界的規模での競争と協調

が必要とされています。このような時代であるか

らこそ、資源に乏しい我が国にとって、世界 65
億の人々に対して魅力のある文化・科学の創出を

行うことが最重点課題です。その為には、現在ま

で我が国の高校や大学で営々と続けられてきた

知識切り売り型講義とペーパーテストによる学

生評価を、抜本的に改革する必要があります。ペ

ーパーテストには必ず決まった答えがあり、机上

の知識だけで解くことができます。しかし、高齢

化問題や地球環境問題、世界の人口問題、食糧問

題、震災をはじめとする災害など、実社会の問題

には決まった答えや解き方がありません。こうし

た現実の難問を解くには、学問的な知識はもちろ

ん、体力・行動力や人間的な魅力・包容力も含め

た幅の広い「人間力」が必要になります。大学で

ある限り、まず科学的論理思考、総合的判断力、

洞察・創造力や豊かな人間性などを目指した教育

を行うことは大前提です。現代の若者の傾向は、

自らが何を考え何をやりたいのかの明確なビジ

ョンを持たずに、単に「大学では社会で役に立つ

専門知識を学びたい」と漠然と応える人がほとん

どです。しかし例えば、いくら専門的に英語を学

んでペーパーテストで良い点を取っても、その英

語を使って国際社会に訴えるべき中身を何も持

たなければ意味がありません。専門知識というの

は言わば「鉄砲を撃つ技術」のようなものです。

確かに射撃の上達は必要です。しかし、戦場を駆

け巡る強靭な足腰や、戦局を見抜く判断力、味方

の心を掌握する能力など、そういった「基盤的能

力いわば人間力」がなければ、すぐに戦死してし

まいます。社会という戦場では知識にかたよるの

でなく「知・徳・体」つまり「ちえ、こころ、か

らだ」のバランスが要求されるゆえんです。 
我が国における大学教育の現状は、礼儀や挨拶も

できず、人としての心も魅力も持たず、情熱・意

欲はおろか志しも持たないまま、ペーパーテスト

で知識のみを詰め込まれた学生を量産している

に過ぎないのではないかと憂えています。こうい

った学生を次々と社会という戦場へ送り出し、

次々と挫折する。社会の荒波の中で、人間として

自らをさらに向上させることが出来ないからで

す。「知・徳・体」のバランスが最も要求されて

いる時代が 21 世紀でありましょう。 
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無敵のクロザピンへの熱き想い 
 

CNS 薬理研究所 所長 
北里大学 名誉教授 

村崎 光邦 
（財団理事） 

 
 精神医学の領域で最も重要な疾患である統合

失調症も治療薬クロルプロマジンが 1952 年導入

されて革命的な衝撃を与えた。のちに脳内のドパ

ミン系遮断作用によることが証明され、統合失調

症ドパミン仮説が誕生し、数多くの抗精神病薬が

続いて出た。脳内ドパミン系遮断は強力な抗精神

病作用を発揮する反面、黒質一線条体ドパミン系

の遮断により錐体外路症状をも呈することから、

効果と副作用を分離できない、いわゆる定型抗精

神病薬と呼ばれ、約 40 年にわたってその時代が

続いた。1961 年スイスのワンダー社（現ノバル

ティス社）はクロザピンを合成して臨床試験に打

って出た。強力な抗精神病作用を発揮しながら、

錐体外路症状を出さない、いわゆる非定型精神病

薬として注目を集めた。わが国でも治験を終了し

て、当局に申請した。1973 年のことである。と

ころが、このクロザピンは測り知れない効果を示

しながら無顆粒球症を惹起し、死亡例の報告が相

次ぎ、開発が各国で頓挫した。わが国でも申請が

取り下げられた。しかし、米国のグループがその

効果を惜しみ、定期的血液検査をもとに既存の抗

精神病薬に反応しない治療抵抗性統合失調症へ

の高い効果を証明して、1990 年 FDA の承認を得

て各国もこれに続いた。わが国だけが再開発が遅

れた。そうするうちに、クロザピンのような効果

を持ちながら無顆粒球症状を惹起しない新しい

抗精神病薬の開発が進み、第二世代抗精神病薬が

1990 年前半に登場し、いまでは統合失調症治療

の主役になった。それでも、新規抗精神病薬で治

らない難治例が 30～40％に及び、この治療抵抗

性の症例にはクロザピンには及ばないことが確

認された。クロザピンの使えない国としてひとり

取り残されたわが国では、今、懸命な努力のもと

に臨床試験が行われて、終盤を迎えている。 
この無限の可能性を秘めた抗精神病薬クロザピ

ンの一日も早い承認を獲得するべく、頑張ってい

る今日この頃である。 
 

最近あったちょっとしたこと 
 

立教大学理学研究科  
黒岩常祥 

（評議員会議長） 
 

 
当財団を知った際、医学系の財団なのに基礎生

物学者として著名な竹内郁夫先生が理事長、岡田

節人先生が副理事長となっている広い視野から

研究者を支援する財団であると大変好印象を持

った記憶がある。1998 年頃、東大で細胞生物学

会を開催する際に支援をお願いしようと事前に

相談したことがあるが、規定に合わないというこ

とで結局本申請はしなかった。それからしばらく

して、竹内先生の理事長の頃評議員となり、

金子理事長の発令後評議員議長となった。竹内先

生と私は細胞生物学、岡田先生は発生生物学、そ

して金子章道先生は生理学と分野は少し違うが、

幸い岡崎の基礎生物学研究所にいた頃、所長をさ

れていた岡田先生、その後所長となられた竹内先

生とは親しい間柄であり、生理研究所におられた

金子先生も存知あげていた。３人の先生の研究内

容は基礎生物学、基礎医学であった。 
大学の独立行政法人化が一気に進んだ現在、大

型研究費、科学研究費、外部資金の多くは大きな

国立大学に集まる傾向がより顕著になり、一方で

地方の国立大学、私学の校費は激減している。地

方にも優秀な研究者が多いが、彼らの年間校費が

数十万になっていると聞く。これでは研究・教育

者が潰れてしまう。これまで地方の国立、そして

私学は学生も多く、地域に密着して研究・教育機

関として極めて重要な役割を果たしてきた。しか

し今、地方の先生方は学生達に満足な教育をさせ

てあげられないジレンマに陥っているのではな

かろうか。当財団が医学のみに偏重することなく、

今後も広い視野にたって基礎生物学者の先生方

への支援を継続されることを節にお願いしたい。

それによって我が国の「研究の質・格」が維持さ

れ、更に一段と発展することが期待され、研究者

から得られる当財団への評価も高くなると感ず

るからである。 
視野が広くなったと感じる“事件”が最近起き

た。先日、大学入試センターから封筒が送られて

きた。試験問題でも作成せよというのか。嫌な気
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持ちで開封した。平成 19 年度の法科大学院の適

正試験問題（９問目）が、小生のミトコンドリア

の本から出題されていた。英語の論文が生物科学

系の大学院の問題として出題されたことはある

のだが。時代が広い視野をもとめていると感じて

いる。 
       
 
 
 
 
 

 
 
 
 

忘れられない選考委員会 
 

山形大学 副学長   
遠藤政夫 

（財団評議員） 
 

 １９９２年８月１０日（月）午後３時にアポイ

ントがあり、大阪からチバガイギー研究振興財団

理事長の佐藤了先生と事務局長の塩野さんが山

形に来られた。理事会で私が選考委員に推薦され

たこと、その就任の依頼と具体的内容の詳細を話

された。地方大学の教員として名誉なことなので

喜んでお引き受けする。佐藤先生は、研究分野が

異なるため、まったく存じ上げなかったが、非常

に真面目な学者タイプの若々しい人という好印

象を持った。その後、薬物代謝酵素 P450 の研究

に重要な貢献をされた方で、その時６９歳という

ことを知ったが、選考委員会を通じて、若々しさ、

謙虚さ、几帳面さを含むそのお人柄に対する尊敬

の念はますます強まる一方だった。その日は 
Barcelona 五輪の最終日で、猛暑の中、朝から男

子マラソンがあり、ずっと TV にかじりついてい

た。森下選手が第２位となる。中山が４位、谷口

は２２ km の給水で踏まれた靴が脱げてしまい

遅れたが、後半盛り返して８位に入り３人揃って

入賞した。無名に近かった韓国の黄選手に破れて

優勝できなかったのは残念だったが、日本男子マ

ラソンがもっとも輝いていたオリンピックだっ

た。 

 １９９３年１月１４日（木）初めての千里阪急

ホテルにおける助成金選考委員会に出席した。そ

のときまでに幾つかの助成金選考委員を務めて

いたが、この選考委員会は「選考にどうしてこん

なに時間が掛かるのだろう」と不思議に思ってい

た。選考が始まるとすぐに疑問は氷解した。申請

者一人一人についてすべて厳正な討議をするの

で「これは大変だ」ということがすぐに判った。

ことに事前評価の際に、選考委員間で、A,B はと

もかく A,C と評価の分かれる申請がかなり沢山

あり、これらの課題については、選考委員が、一

人一人、評価理由について意見を述べ、委員長が

全出席委員の意見を求め、最終評価についての同

意を得る。分野が広いので知り合いはほとんど居

らず、大変に緊張した選考委員会であった。厳正

な評価方法のモデルともなりうるオーソドック

スなやり方を知ったこと、説得力をもって自分の

意見をハッキリと言うことの大切さと難しさを

知ったことは、その後の研究生活に大変プラスに

なった。 
 もっとも印象に残っているのは、１９９５年の

選考委員会である。代替休日の１月１６日（月）

午後６時５０分山形発・大阪行きに乗る。この日、

山形は大雪の渋滞で市内から７０分掛かり空港

に着いたのは６時４０分。ローカル空港のありが

たさで、オフィス前の道路に駐車して走ってやっ

と飛行機に間に合う。午後９時３０分過、無事に

千里阪急ホテルに着く。赤池先生に電話でご挨拶

したが、遅いので自分の部屋へ直行する。 
 選考委員会当日の１月１７日（火）は５時３０

分に起床。洗顔後文献を読んでいると、５時４６

分ドンという感じで飛び上がってしまい、何が起

こったのか判らないが、あわてて倒れそうになっ

た電気スタンドを手で支える。バスルームでコッ

プがタイルに落ちて割れる音が聞こえる。すぐに

テレビをつける。地震で、大阪は震度４、震源地

は淡路島と神戸とのこと。NHK のアナウンサーが

眠そうな顔で「かなりゆれました」などと言って

いる。最初「奈良の２５歳になる男性が頭にお皿

が落ちてきて病院に運ばれました」とか「７０何

歳かのおばあさんが道路で転んで頭を打って病

院に運ばれました」など何度も繰り返しているの

で「これはたいしたことないな」と思い、テレビ

を切って論文に戻る。しかし、これが昭和２５年

の福井大地震以来４５年ぶりの兵庫南部大地震
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（最初はそう呼ばれていた）であることが徐々に

判明してくる。テレビは、最初「死者３名」とか

「２２名」とか言っていたが、明るくなるにつれ、

神戸を中心に大きな被害を被っていることが判

ってくる。被災地からの情報発信が一切途絶えて

しまう程大きな災害であることが判明した。夜ま

でに１３００人以上の人が亡くなり、まだ１００

０人以上の人が生き埋めになっている。水はなく、

火事は燃え放題だし、阪神自動車道は全壊、life 
line は絶たれるということで大都市直下型地震

の恐ろしさをまざまざと見せつけられる。 
 朝のうちは、そんなことになろうとはまったく

予想もしていなかったので、久しぶりで NHK 朝

の体操をやり、つる家で和朝食の後、千里ライフ

サイエンスセンターへ歩いてゆく。エレベーター

は動いていないので９階まで歩いて上る。息は乱

れ汗びっしょり、途中で休んで息を整え、やっと

のことでたどり着く。佐藤了先生がお元気に階段

を上り下りされていたのが印象的であった。午前

１０時から開始予定の選考委員会は、選考委員こ

とに会場に近い委員が集まらず、１１時まで開始

が延長される。それまでの時間はテレビに釘付け

になり、徐々に被害の大きさが明らかになってく

る。１１時３０分過に選考委員会が始まり、正規

の手順で順調に進められる。私は午後５時の大阪

発・山形行の便で帰ることになっていたので、午

後３時３０分に選考委員会から一番先に退出す

ることを許していただく。伊丹空港までの道はも

のすごい渋滞であったが、タクシーの運転手が裏

道をよく知っており、飛行機には悠々と間に合う。

空港は渋滞で飛行機に乗り遅れた人の山でごっ

た返していたが、飛行機自体は遅れる人が多いた

めに空席が目立つ。飛行機が伊丹空港を離陸した

とき、夕焼けと大阪の夜景が美しかった。 
 山形空港のオフィスの前に駐車した車はレッ

カー車で除去されることもなくその場所にあっ

た。精神的に疲れ切ってしまい、その日は大学に

も行かずそのまま帰宅した。後で知ったが、千里

阪急ホテルのすぐ近くでも倒れたタンスの下敷

きになって亡くなった人が居られたということ

だった。もう１２年も経ってしまったが、改めて

亡くなられた方々のご冥福をお祈りしたい。選考

委員を２期務めさせていただいたが、１９９３年

は忘れられない選考委員会となった。 
 

感染症の制御に向けた前線基地を目指して 

 

大阪大学微生物病研究所 

西宗義武 

（財団評議員） 
 

ノバルティス科学振興財団設立２０周年おめ

でとう御座います。 

私は大阪大学を定年退職後、２００５年からタ

イに滞在し、新たな海外共同研究センターの設

立・運営に携っています。 

この日本―タイ新興・再興感染症共同研究セン

ター（RCC-ERI: Research Collaboration Ce

nter on Emerging and Re-emerging Infectio

ns）は平成１７年度に発足した文部科学省の「

新興・再興感染症研究拠点形成プログラム」に

おける海外研究拠点の一つとして、タイ王国保

健省医科学局の協力により大阪大学微生物病

研究所がバンコク近郊にあるタイ国立予防衛

生研究所（NIH）内に設置し、タイとの共同研

究を進めているものです。 

 私たち人類はワクチンや抗生物質などの開

発により感染症を克服できたと考えた時期も

ありましが、近年新たに出現した様々な感染症

(新興感染症)や、既に克服したと考えられてい

たものの再来(再興感染症)を相次いで経験し、

感染症に対する社会的不安が高まっています。

更に多くの感染症は国境を越えて拡大する事

から、その制御は一国単独の力だけでは困難で

あることも明らかになってきました。 

 この様な背景の下、従来の海外研究とは違い

、わが国の研究者が長期的に滞在し(第一期５

年)、タイの研究者と密接に連携した共同研究

を継続的に展開するとともに、我が国および東

南アジアの若手感染症研究者の育成にも取り

組んでおります。 

 当初、細菌感染症、ウイルス感染症、バイオ

インフォーマティックスの３部門体制で基礎

的・応用的研究を遂行し、新興・再興感染症の

出現時には防疫上必要な情報の発信、治療薬や

ワクチン開発などさまざまな対策が迅速に行

える体制の構築を目指しています。またその輪

を近隣諸国にも広げ、グローバルに伝播する感

染症の制御に向けた前線基地としても機敏に

対応できるようにしたいと考えています。 



 12

皆様方のご理解・ご支援を宜しくお願い申し上

げます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

産官学連携の推進役に直面して 
 

JST イノベーションサテライト茨城 
館長 後藤勝年 
（財団評議員） 

 
現在、科学技術振興機構（JST）の「地域イノ

ベーション創出総合支援事業」の一環として、関

東地区の産官学連携推進の旗振り役を担ってい

る。つくば研究学園都市には殆どの府省に関連し

た研究所が集積していて、様々な期待が寄せられ

てきた。しかし、各研究所はそれぞれの任務に沿

った研究を展開しており、複雑な状況下にある。

各領域では世界的に高く評価される成果も得ら

れているであろうが、それが社会にすぐ役立つよ

うな具体的な結果となって出てくることは少な

い。研究者は絶えず世界最先端を目指し、主に基

礎研究に力を入れる傾向にある。そして個々の府

省に見合った成果で評価されるので、垂直思考に

なりがちである。この歴然とした縦割り行政が弊

害となって、他の研究機関との横のつながりが希

薄となり、数多く存在する企業研究所とも疎遠に

なっている。 
将来を考えれば基礎研究の重要性はいうまで

もないが、国際的な経済状況から判断して、悠長

に構えている余裕がないのも事実である。産官学

連携によるイノベーション創出の重要性が叫ば

れる所以である。学園都市には、本来の目的に直

結しないまでも、利用の仕方によっては応用可能

な研究成果が豊富に眠っており、有効利用しない

手はない。産官学連携を実際に推進しているのは、

目利きの役割も兼ねるコーディネーター（CD）

である。我々は CD の活動を強力に後押しする役

割を担っている。ところが、CD は社会的には未

だ不安定な身分でしかない。学園都市の類まれな

ポテンシャルを宝の持ち腐れに終わらせないた

めにも、各研究機関の CD を充実させることが、

最優先の課題であると思われる。 
今回はつくば研究学園都市の極端な例を紹介

したが、程度の差こそあれ、全国の大学や研究機

関でも同じような問題を抱えているのではなか

ろうか。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
私の留学時代 

 
朝日生命成人病研究所 
名誉所長 赤沼 安夫 

（財団評議員） 
 
私は医学部を卒業してインターンを終え、内科の

研究室に入るとき、当時の東大第３内科教授の冲

中重雄先生より内科のどの分野をやりたいかと

聞かれ、どちらかといえば、生化学的な研究がや

ってみたいと答えたところ、それでは糖尿病の脂

質代謝を研究してはどうかと言われ、１９６１年

より研究生活が始まった。最初は患者血清より脂

質を抽出し分析方法としては、赤外線吸収スペク

トル、脂肪酸のガスクロマトグラフィーを行ない

病態との関連を調べていた。しかし、抽出した脂

質ではなく、なまの脂質、つまり血漿リポ蛋白を

分離して分析する研究へと進む必要性が生じて

いた。しかし、臨床の教室には共用の超遠心機は

１台しかなく、とてもリポ蛋白分離のため長時間

連続運転することはできなかった。たまたま当時、

NIH の Lipid Research Training Course がシアト

ルのワシントン州立大学に設立されていたので、

そこに留学して研究することにした。そこで、NIH
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の Trainee となり Fulbright 留学資金も得て留学

した。当時アメリカはベトナム戦争の最中ではあ

ったが、North-West の地は比較的落ち着いた雰囲

気にあり、私は 1965 年から 1968 年にかけて腰を

落ち着けて研究を続けることができ、また、

Neurath, Hanahan, Williams 等著名な教授の講議

を聞くこともでき、大変有意義な時を持つた。な

にしろ内科の研究室にリポ蛋白分離用の Beckman

の超遠心機が４台もあり、昼夜を分かたず唸って

おり、彼我の研究環境の差の大きいことに驚いた。

いずれにしても、若い頃の米国での３年間は自分

自身のその後の研究の発展に大きなインパクト

を与えた。もう一つ、楽しかったことは、世界各

国からの Fulbright 留学生が夏の１週間、ロスア

ンジェルス郊外の夏休みで空になった女子大学

の寮に集まり、セミナーを行い、互いの交流を深

めたことである。中１日は近くのデイズニーラン

ドに全員で行き、子供時代に還ってはしゃいだこ

とも良い思いでである。私にとって留学時代の３

年間は臨床の duty から離れて、基礎医学の分野

に踏み入って研究ができた期間であり、この経験

はその後の臨床研究にも大きく役立った。 

 
ワシントン大

学キャンパス

に お い て

（1967 年） 
 

 
 
 
    
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

科学振興財団の評議員に就任して９年 
 

昭和大学附属豊洲病院外科 
客員教授 冨永 健 

 
 科学振興財団の評議員に就任して９年になり

ます。専門が乳腺外科で数少ない臨床系です。乳

癌の治療はこの１０年で大きく変わりました。１

００年続いた全乳房切除術が縮小されて部分切

除となり、乳房が温存出来るようになりました。

腋窩リンパ節廓清を回避できる症例も出てきま

した。早期発見など診断方法の進歩の効果ととも

に画期的であったのは、乳癌特有のホルモン療法

と新しい薬物療法の進歩でした。抗エストロゲン

剤である tamoxifen や toremifene に加えてアロ

マターゼ阻害剤が次々と治療に導入され，ホルモ

ン受容体陽性乳癌の治療成績は格段に向上しま

した。一方血中ならびに組織中のエストロゲンの

低下は骨粗鬆症や心血管系の障害をもたらすこ

とが明らかとなり，寿命の延長とともに新たな課

題が生じています。人種間の違いも次第に明らか

になりつつあります。抗がん剤においても

anthracyclineに次いで taxane系の薬剤導入が乳

癌治療を飛躍的に高めました。そこに登場した

target oriented therapy と し て の

trastuzumab(ハーセプチン)は抗がん剤やホルモ

ン剤との併用により高率の奏効性を示すことが

明らかとなり, 初期乳癌の治療にも変革をもた

らしつつあります。このような新しい突破口が開

かれ、最近では Translational reserch が臨床学会

でも盛んに取り上げられ飛躍的な進歩が時間的

にも早められている事は、病める人々にとって朗

報である事は間違いありません。当財団の助成金

が明日の診療に即役立つ研究にも贈呈されるよ

う望んでいます。  
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20 年前すでに研究者としての道を歩まれていた方、まだ中学生だった方と 
2006 年度研究助成金贈呈者にご登場いただきました。          

 
 

私の研究暦 
 

崇城大学生物生命学部 
大島靖美 

ohshima@life.sojo-u.ac.jp 
 
 私の最初の研究は、1963 年から 64 年にかけて、

東京大学理学部生物化学科の卒業研究として行なっ

た、ニワトリ骨格筋の発生に伴う変化に関するもの

であった。それ以来、最近まで４０年余り、主とし

て分子生物学、分子遺伝学の分野で基礎研究を続け

て来た。研究の対象とした材料やテーマは、上記の

ニワトリ筋肉の他に、大腸菌ラクトースオペロンの

リプレッサー、カイコ（家蚕）フィブロイン遺伝子、

哺乳動物の核内低分子 RNA (snRNA)、哺乳動物の

mRNA スプライシング  (in vitro)、分裂酵母の

mRNA スプライシング及び核外輸送、線虫 C エレ

ガンスの神経系・行動・発生・体の大きさの制御機

構など、我ながら多彩である。最近２年間について

は、C エレガンスの体の大きさの制御機構及びエサ

の摂食・消化・吸収・排泄の研究を行なうとともに、

７番目の対象である巨大カボチャの大型化の機構の

研究を行なっている。 C エレガンスは、体長 1mm
余りの優れたモデル動物であるが、アトランテイッ

クジャイアント系統のカボチャは最大数百 kg の実

をつけることが知られており、小さな線虫とは極め

て対照的である。私としては長年扱うことのなかっ

た、いわば聖域であった植物に踏み込み、一つの研

究室で動物と植物を対象とするやや珍しい研究室を

運営することとなった。これらの対象や研究テーマ

の移り変わりは、多くの場合、世界的な研究状況の

発展に基づく私自身の選択によっているが、自身の

研究の発展に基づいて自然に移行した場合もある。

私の研究のテーマは、おそらくかなり変化が多い方

であり、新しい分野や先端を追う傾向が強い。その

結果、客観的には、どの分野でも十分に深く研究を

掘り下げていないという面が 
ある。新しいテーマや対象が好きなのは私の抜きが

たい性格であり、自分ではそれでよいと思って 

                  
（掲載順不同） 

 
いるが、若い人には、もう少しじっくり一つの分野 
で研究を続けることをすすめるのがよいとも感じて 
いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
「細胞膜新生」のメカニズム解明を目指して 

 
大阪市立大学大学院理学研究科 

細胞機能学研究室 
中村太郎 

taronaka@sci.osaka-cu.ac.jp 
 
 実質的に研究室を主宰するようになって 1 年がた

ちました。私たちの研究室では分裂酵母がどのよう

な分子メカニズムで胞子を作っていくかということ

に興味をもち、研究をしています。通常の生体膜は

既存の膜に膜小胞が融合して伸長します。しかし、

将来胞子の細胞膜となる前胞子膜は母細胞の細胞質

に新たに形成されます。すなわち前胞子膜形成は細

胞膜新生というきわめて興味深い生命現象ととらえ

ることができます。分裂酵母は出芽酵母と同じよう

に高度な遺伝学的アプローチをとることができ、私

たちは胞子形成ができない変異株をもとにこの現象

の解明を目指しています。興味深いことにこの過程

では高等生物でも保存されているタンパク質が多く

はたらいていました。たとえばシナプスで小胞融合

にはたらくことが知られているシンタキシンと呼ば

れるタンパク質は減数分裂になると細胞膜から前胞

子膜へとダイナミックに局在を変化させます。この

局在変化はエンドサイトーシスによっておこること

がわかりました。しかし、栄養増殖においてもエン

ドサイトーシスははたらいています。つまり、減数
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分裂時には栄養増殖とはメカニズムが異なるエンド

サイトーシスが機能する可能性が示唆されます。現

在、このしくみについての解明を目指しています。

私はどの生物でも見つかっていない新しい現象をみ

つけて分野外の人からも「おもしろい研究ですね！」

といわれるような研究をしたいと思っています。 
 最後になりましたが、研究奨励金対象者に採択い

ただき本当にありがとうございます。恥ずかしなが

ら、私は今年度科研費に採択されませんでした。そ

れは私の不徳の致すところですが、昨今の大学校費

大幅削減により、科研費があたらないととても研究

を続けられない状況になっております。このたびの

助成は本当に私たちの研究にとって大きな意味があ

りました。 
 
  
 
 
 
 
 
 
研究室のメンバーと今年の 4 月に学内の桜の下で写真を

とりました。筆者は一番右です。 
 

 
 

ショウジョウバエの好きな温度 
 

京都大学化学研究所 
超分子生物学研究領域 

梅田真郷 
umeda@scl.kyoto-u.ac.jp 

 
この度は、私どもの研究にご支援頂き、心より感謝

申し上げます。私は、これまで細胞の膜を構築する

リン脂質の分子運動とその生物機能という研究を続

けておりましたが、今回は、ショウジョウバエの温

度嗜好性の行動をつかさどる分子の検索を基にした

「生物温度センサー」に関する研究でご援助頂きま

した。これまでの研究を大きく方向転換したように

思われるかも知れませんが、膜の脂質分子の動きと

温度センサーとは密接な関係があることも分かって

参りまして、今回の助成でこの様な点も明らかにで

きればと期待して研究を進めております。また、私

がなぜこの様な研究テーマを選んだのか、時折、研

究者仲間から聞かれることがあります。専門書には、

ショウジョウバエの脂質が他の動物と比べるととて

もユニークであり本研究には最適である云々、と理

由を並べるところですが、心の底ではどうも釈然と

いたしません。私は、海辺の田舎町で育ちましたが、

市場に揚っている奇っ怪な顔をした魚たち、初めて

触った時の鳩の温かさと蛇のヒヤッとした冷たさ、

それなのにどうしてシマヘビは時々日向ぼっこをし

ているのだろうか、どうしてとんぼは逆立ちをして

いるのだろうか、このような懐かしい生物の感触と

疑問がまだ私の中に残っているのかも知れません。

また、少し自由に研究が出来るようになったら、心

のおもむくままの研究をしてみよう、という憧れが

この年になっても少し残っていたのかも知れません。

プロジェクトは、温度という捉えどころの無い物理

量を相手にして、生物の行動を分子から理解しよう

と言うもので、悪戦苦闘しておりますが、研究を始

めてみると、なかなか予想外のことも分かって参り

ました。例えば、筋ジストロフィーに関わるタンパ

ク質がショウジョウバエのエネルギー代謝と温度嗜

好性に深く関わることが明らかになり、また、ショ

ウジョウバエの好きな温度（体温）もその食べる餌

によって大きく変わることを見出し、エネルギー代

謝と体温調節や生物の生存温度との関係にも立ち入

るようになって参りました。最近になり地球の温暖

化と生物の関係も議論されるようになってきており

ます。もしかしたら、私どもの研究も人類の幸福に

役立つ時が来るかも知れないと期待して研究を進め

ている、今日この頃であります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「鳳来寺山のブッポウソウ」という歌がこの 7 月の「NHK
みんなのうた」にとりあげられておりますが、先月、この

奥三河の鳳来寺山を散策して参りました。仏法僧（コノハ

ズク）には会うことはできませんでしたが、山は深く、た

くさんの植物や昆虫と出会うことが出来ました。（写真は、

２人の娘と鳳来寺山山門の前で） 



 16

東京から京都へ、そして研究再開 
 

京都工芸繊維大学大学院 
工芸科学研究科応用生物学部門 

片岡 孝夫 
 takao.kataoka@kit.ac.jp 

 
今年 5 月に、東京工業大学から京都工芸繊維大学

に教育・研究の場を移し、約 2 ヶ月が経ちました。

研究室からは、五山送り火で有名な大文字山の「大」

の字が見え、京都に来たことをあらためて実感させ

られます。二つの大学名を英語名で書くと、面白い

ことに、「Tokyo Institute of Technology」から

「Kyoto Institute of Technology」で Kyoto が Tokyo
になっただけの違いだけですが、日本語ではずいぶ

ん印象が違うものです。私自身、東京生まれ・東京

育ちで、2 年間のスイス留学中以外は、東京にずっ

と住んでいました。関西圏で生活するのに多少なり

とも抵抗がありましたが、幸い、研究室（細胞分子

工学講座）のメンバーらに恵まれ、あまり戸惑うこ

となく、生活環境や研究環境を整えることができま

した。 
 今回、研究奨励金の対象となった研究テーマは、

「Bcl-rambo によるミトコンドリア依存性アポトー

シスの制御機構の解明」です。Bcl-rambo は、私が

ローザンヌ大学生化学研究所の Jürg Tschopp 教授

の研究室に留学していた時にクローニングしたタン

パク質です。過剰発現することによってアポトーシ

スを誘導することから、シルベスター・スタローン

主演の映画「ランボー」にちなんで、Bcl-rambo と

名付けました。このタンパク質は、映画の主人公と

同じように、なかなか手強い奴で、これまでその生

理機能を解き明かすことに苦労しています。最近、

Bcl-rambo が小児急性リンパ芽球性白血病のリスク

ファクターであることが報告されました。今後、

Bcl-rambo を糸口として、新しいアポトーシスの制

御メカニズムや小児急性リンパ芽球性白血病の病因

の解明に貢献して行きたいと思っています。 
 最後に、研究助成をいただきましたノバルティス

科学振興財団ならびに関係者の方々に心より感謝申

し上げます。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

琵琶湖畔にて（筆者後列右から 3 番目） 
 

 
 
細胞運動の基本メカニズムの解明を目指して 

 
真崎 雄一 

大阪バイオサイエンス研究所 
第一研究部 

mazaki@obi.or.jp 
 

細胞運動は、様々な生命活動において見られる現

象なので、何らかの機会に細胞が動いている様子を

見られた方もいらっしゃるかと思います。 
私が、最初に細胞運動に興味を持ったのは、博士

課程の学生で、まだ発生の研究を行っている頃です。

発生過程では、未分化な細胞が様々な細胞へと分化

していきますが、正常に発生が進むためには、細胞

が正確な時間と場所で分化していく必要があります。

当時、私は、細胞分化と細胞外マトリックスの関係

について研究しておりましたが、細胞が、どうして

正確な時間に、そして正確な場所で分化していくの

かが不思議でした。そのようなことがあって、ポス

ドクになってテーマを選ぶ時に、細胞運動をテーマ

として選びました。 
多細胞生物体の多くの細胞は、細胞外マトリック

スの上を接着しながら移動していきます。細胞と細

胞外マトリックスとの接着部分には、その細胞内部

に多くのタンパク質が集まってきます。私達が、細

胞運動の研究をしていくうえで最初に注目したのが、

そこに集まってくるパキシリンというタンパク質で

す。研究の結果、パキシリンがゴルジ体を含む核周

辺部にも局在することや細胞が運動する際には、パ

キシリンが細胞の前方に運ばれることが分かりまし

た。さらに、幸運にも、ほぼ同時期にパキシリンに

結合するタンパク質として、細胞内輸送に関わるこ

とが知られている Arf の制御タンパク質を見出しま
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した。その後、これらの Arf の制御タンパク質や Arf
そのものの研究を行うなかで、細胞内輸送が細胞運

動に重要な位置を占めおこなっていきたいと考えて

おります。 
最後になりましたが、今回、研究助成金を頂きま

したことを、心より御礼申し上げます。私が所属し

ております大阪バイオサイエンス研究所も今年で

20 周年となりました。私のような発展途上の研究に

助成して下さったのも、この偶然がもたらしたらし

てくれたのではないかと考えております。この助成

金を有効に使わせて頂き、今後の研究の発展につな

げたいと考えております。 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究室の送別会。後列左から二人目が著者。 

 
 
 
 

細胞性粘菌から教えられること 
 

北海道大学大学院理学研究院生命理学部門 
齊藤玉緒 

tasaito@sci.hokudai.ac.jp 
 
生物はどのようにして多細胞体制を手に入れたの

か？ 多細胞体制を特徴づけるのは何なのか？ こ

の疑問に対する答えを探りたいと思い、細胞性粘菌

とのおつきあいが始まりました。以来、ずっとその

おつきあいが続いています。細胞性粘菌はその生活

史の中に単細胞の時期と多細胞の時期を持ち、しか

も最終形態である子実体は柄と胞子のわずか２種類

の細胞からなると言う単純な体制を持つ土壌微生物

です。その単純な体制にも関わらず、発生過程にお

いては分化調節、細胞運動、パターン形成という高

等生物に共通する特徴を持っています。 

２００２年に、英国・MRC 分子生物学研究所に留

学する機会を得て、多細胞体制を最もよく特徴づけ

る細胞分化・パターン形成の機構についての研究に

着手しました。細胞性粘菌では抗生物質や抗菌物質

など数多くの医薬品資源となっている「ポリケタイ

ド」と言う物質を分化誘導分子として用いています。

２００４年に読解が終了した細胞性粘菌全ゲノム情

報を解析したところ、細胞性粘菌には４３個ものポ

リケタイド合成酵素と考えられる遺伝子が見つかり

ました。しかもそのうちの二つは今までに報告のな

い新しい構造—二つの別々な酵素が融合した構造—
を持っています。さらに、この新規構造を持つ酵素

の一つが柄細胞の分化を誘導している分子を合成し

ていることがわかりました。それではこの酵素では

どうやって異なる触媒システムが協調して働いてい

るのだろうか？ これが解明できれば異なる触媒シ

ステムを融合させて人工酵素を作ることが可能にな

るのではないか？  

こうやって多細胞体制のナゾに迫りたいと始めた研

究は、人工酵素作成のワーキングモデル開発へとつ

ながってきています。まだまだ細胞性粘菌に教えら

れることがたくさんありそうです。 

最後に、貴財団より研究助成金をいただきましたこ

とを心より御礼申し上げます。これを励みに一層の

努力をする所存です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究室にて顕微鏡を前に。筆者。 

写真の顕微鏡モニターの上にあるのは細胞性粘菌のモデ

ル 

 
 
 
 

健康オタクの股間から 
 

北海道大学大学院獣医学研究科 
比較形態機能学講座解剖学教室 

昆 泰寛 
y-kon@vetmed.hokudai.ac.jp 

喫煙場所がみつからない。やっと見つけたガラス

張りの囲いの中で一服している私は、そろそろ絶煙
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したほうが世のため人のため、いや、自分のためか

と思い立ち、１週間のプチ禁煙を開始した。その間、

とくに吸いたいという願望もなく、平穏無事に過ぎ

た。禁煙はいつでもできることに自信と確信を抱き、

また以前の喫煙習慣に戻そうと努力したものの、気

分が悪くなるばかり。結局もとの健康な愛煙家に復

帰することができず、２０数年来の喫煙習慣ともお

さらばせざるを得なくなり、早１年が経った。いま

ではすっかり嫌煙家の味方になりつつある自分が、

若干後ろめたくもある。 
よく言われるように、絶煙すると体重が増える。

どんどん増えていく。対抗手段として、車通勤を止

め、酒を断ち、高カロリー食を控え、早寝早起き、

サプリメント、カテキン茶、温泉、サウナ・・・こ

の１年ですっかり健康オタクに変貌してしまった。

毎週日曜日は、近場の温泉かスーパー銭湯で３時間

はねばる。とくにサウナで限界までしぼるせいで、

急激な脱水症状のため意識を失うことたびたびで、

そのおかげで私は月曜日だけスマートに見えるらし

い。サウナで己の股間を見つめながら、ふと、生殖

細胞の「活き」が気になり、熱ストレス（温泉・サ

ウナ）と生殖細胞との関係に興味を持ち始めたのが、

精巣の研究を開始するきっかけだったろうか。 
精巣に与える熱ストレスとマウスの系統差について

検討したところ、いくつかの興味ある結果が得られ

た。さらに精査していく段階で、精巣内に出現する

卵細胞を発見した。この卵細胞の「活き」は良いの

か悪いのか、なぜ畑違いの場所に出現してくるのか、

アダムからイブを作り出すことができるかどうか、

気になるところである。顕微鏡下の培養皿に転がる

たった１個の細胞を見つめながら、頭の中にわくわ

くと膨らむ美味な夢で、私の体重もまた増えそうだ。 
 
 
  
 
 
 
 
 
イヌと戯れる著者 ー骨格標本と心臓標本ー 
 

 
 

 

研究室の近況 
 

国立成育医療センター研究所 
小児思春期発育研究部 

深見真紀 
mfukami@nch.go.jp 

 
国立成育医療センター小児思春期発育研究部では、

胎児期から生殖年齢期までの成長障害と先天奇形症

候群を主な対象として研究を行っています。20 数名

の研究員の多くは医師ですが、医学部以外の大学院

生、技師、時には海外からの留学生を加え、活発な

研究活動を行っています。 
私はもともと小児科医として患者さんの診療にあた

っており、その中でヒトの成長と形態形成のメカニ

ズムに興味を持ちました。この 10 数年の間にもこれ

らに関与する多くの遺伝子が同定され、また、個々

の遺伝子の機能や発現調節機構も徐々に解明されて

きました。このような研究においては、うまく成果

が挙げられた場合には、非常にエキサイテイングな

経験をすることができます。 
今日でも原因不明の成長障害、奇形を呈する病態は

多く存在します。今後も国内外の多くの臨床医の先

生方および基礎研究者の先生方との共同研究を行い、

臨床検体解析、in vitro 遺伝子機能解析、モデル動物

解析などにより、これらの疾患の成立機序の解明、

新たな診断法・治療法の開発を目指していきたいと

考えております。 
今回は、私たちの研究を評価していただき、研究奨

励金贈呈対象としていただきましたことをまことに

光栄に存じます。充分な成果が挙げられるよう努力

いたします。ありがとうございました。 
 
 
 

   

女性が多く、和やかな雰囲気の研究室です。 
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生活習慣病の克服を目指して 
 

筑波大学大学院人間総合科学研究科  
内分泌代謝・糖尿病内科 

中川 嘉  
yosshy@md.tsukuba.ac.jp 

 
近年、日本でも欧米同様に生活習慣病患者の急増

が社会問題となっています。我々の研究室はその生

活習慣病の発症における分子メカニズムを明らかに

することで新たな治療戦略の確立を目指しています。 
研究室は臨床医学の内分泌代謝・糖尿病内科の研

究室で、筑波大学先端学際領域研究(TARA)センター

の研究プロジェクトにも採択されており、基礎研究

に力を注いでいます。メンバーは多岐に渡っており、

臨床医、基礎研究者、大学院生、学生は医学部のみ

ならず、薬・工・農・理学部などの出身で様々なバ

ックグラウンド持つ集団です。 
現在、転写因子をはじめとし、エネルギー代謝に

関与するいくつかの因子について解析を進めていま

す。生体内のエネルギー代謝調節は体全体の調節で

あり、一つの臓器を解析するだけではダメです。一

つの臓器で起こっていることが体全体としてどのよ

うな変化を与えるかを見る必要があります。そのた

め、研究手法は分子生物学や発生工学を駆使し、標

的となる遺伝子の解析を試験管・細胞レベル(in 
vitro)から、マウス個体を使い in vivo まで行います。

さらに、マウスも各組織の解析のみならず、個体全

体に引き起こされる現象にまで解析を行うため、非

常に苦労が絶えません。 
今回、頂いた助成では、特に、最近、生活習慣病

の治療標的になりえると思われる転写因子 TFE3 を

中心にエネルギー代謝調節メカニズムの解明を行っ

ています。この一つの遺伝子が体全体に及ぼす影響、

また、どの臓器での影響が生活習慣病治療へ効果的

であるかを検討することで、生活習慣病の新たな治

療法の確立の足がかりになりえるよう研究を進展さ

せていきたいと考えています。 
最後になりましたが、本研究に助成して頂いたノ

バルティス財団に心よりお礼申し上げます。  

 
 
 
 
 

 
 
  

 
 
 
 

 
研究室メンバー 
最後列左端；本助成受領者 

 

 
 

右か左か、それが問題だ 
 

奈良先端科学技術大学院大学 
バイオサイエンス研究科 

橋本 隆 
hasimoto@bs.naist.jp 

 
 「先生、この根、ちょっと変です。」 
１２年前、垂直に立てた寒天培地上で育てたアラビ

ドプシス幼植物の中から、根の重力屈性変異株をス

クリーニングしていた。重力屈性反応を失った根は

まっすぐに下方に向かって伸びず、コイル状に巻く。

しかし、この変異株（見つけた学生と相談して

spiral1 と命名）の根は寒天培地の右端に向かって伸

びていた。根の細胞を観察すると、表皮細胞が右巻

きらせんにねじれている。spiral1 変異株では速く伸

長する組織（根、暗所胚軸など）は常に右巻きにね

じれていた。植物体を傾けようが、オーストラリア

で育てようが、ねじれ方向は一貫して「右」であっ

た。 
 「ただ、ねじれているだけじゃないか」ともよく

言われたが、ねじれ方向が一定になる機構がわから

ない。初めは重力屈性を研究しようと思っていたが、

ねじれ変異株の左右性の機構解明に集中することに

した。右または左のどちらか一方にねじれる変異株

はその後いくつか得られ、微小管細胞骨格が異常で

あることも判明した。さらに、微小管重合阻害剤を

使った簡便なスクリーニング方法を考案することに

より、５０以上のねじれ変異株が発見された。現在、

これら全てのねじれ変異株の原因遺伝子が判明し、

チューブリン、新規微小管付随たんぱく質、シグナ

ル伝達系因子、などに異常が見つかっている。 
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 植物細胞が肥大する時、細胞膜直下の微小管が動

き回って、お互いに相互作用しながら、一定パター

ンの束を形成する。この際の、微小管動態がパター

ン形成、ひいては細胞伸長方向の決定に重要である。

微小管動態が異常になると、伸長方向が右または左

に傾くようだ。しかし、未だに動態異常と左右性を

つなぐ決定的な要因が見つからない。最近は、微小

管自体の構造に左右性の源があるのではと想像して

いるが、証明は簡単ではない。夏になって、朝顔の

つるが右巻きに伸びているのを見るたびに、「なぜ、

右だ？」と不思議に思う。 
 
 
 
 
 
 
 
卒業生が贈ってくれた「ねじれた時計」と筆者。 
 

 
 

有機分子を精密につくり分ける 
 

京都大学大学院 
工学研究科 合成・生物化学専攻 

大村 智通 
ohmura@sbchem.kyoto-u.ac.jp 

 
 生物活性や薬理作用を示す有機分子の多くは立

体異性体を複数有し、そのうちの特定の異性体だけ

が特徴ある機能を発現したり高い効果を表したりし

ます。このため、各異性体の構造と生理活性の相関

に関する迅速な評価が実現できれば、作用機構の解

明と薬としての機能改良に寄与できるものと考えら

れます。私の所属する杉野目道紀研究室では、ホウ

素やケイ素元素を有機分子へ効率的に導入する新手

法の開発と、これら元素の特性を活用した有機合成

への応用について研究を行っています。最近では、

遷移金属触媒を活用し含ホウ素および含ケイ素反応

剤の立体化学を高度に制御してつくり分ける手法に

特に注目しています。触媒を適切に選択するだけで、

同一の出発物質から標的分子の全ての立体異性体を

つくり分けられる理想的な合成手法を確立すべく、

日々研究に励んでいます。 

 研究室は発足 4 年目を迎え、杉野目道紀教授のも

と 20 名の個性豊かな学生達（博士課程 7 名、修士

課程 7 名、学部 4 回生 6 名）が毎日にぎやかに研究

生活を送っています。彼ら（杉野目教授を含む）は

化学に熱いだけではなくソフトボールにも情熱を注

いでおり、専攻内の大会では毎回奮闘が見られます。

研究者としてのみならず人間的にも魅力的な杉野目

教授と、斬新かつ大胆な発想で研究の新しい切り口

を示してくれる学生達から、毎日いろいろなことを

学ばせていただいています。 
 最後になりましたが、今回貴財団より研究奨励金

を賜りましたことを心より御礼申し上げます。これ

を励みに、自然科学研究の発展に少しでも寄与でき

るよう精進して参りたいと考えております。 
 

 
 
 
 
 
 
 

学位授与の日（左が杉野目教授、右が筆者） 

 
 
 

日本人と研究とオリジナリティー 
 

東京医科歯科大学 
難治疾患研究所・生体情報薬理分野 

古川哲史 
 t_furukawa.bip@mri.tmd.ac.jp 

 
私が専門とする不整脈研究は歴史ある研究分野で

ありますが、なんとか新たな展開を模索していろい

ろ調べていくと、いかに多くの日本人先駆者がオリ

ジナリティーあふれる仕事をしていたことに驚かさ

れます。心臓の電気活動を伝える心筋細胞は、作業

心筋とは絶縁されていることが効率的な電気信号の

伝搬に不可欠であり“特殊伝導心筋”と呼ばれてい

ます。この概念を 100 年ほど前に世界で初めて提唱

したのが田原淳博士で、房室結節が“田原の結節”

と呼ばれていることはよく知られています。不整脈

の分野では optical mapping という光信号を使った

心臓電気現象の伝搬の測定が最近汎用されるように
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なってきましたが、欧米のどの研究者の講演を聞い

ても必ずと言っていいほど、神野耕太郎元東京医科

歯科大学教授らによる”Localization of pacemaking 
activity in early embryonic heart monitored using 
voltage-sensitive dye (Nature 1981;290:595-597)”
を最初の mappingn に関する elegant paper として

紹介します。今年参加した Gordon conference で、

optical mapping による電気シグナルの伝導様式と

OCT(optical coherence tomography)により得られ

た線維走行との相関から不整脈のメカニズムの研究

発表が複数行われました。帰国後さっそく、OCT は

誰が開発したのか調べてみると、1990 年に丹野直弘

元山形大学教授らによる特許申請が世界最初で、マ

サチューセッツ工科大学の Dr. Fujimoto による

1991 年の論文で命名されたとありました。過当な受

験戦争が影を落としていますが、日本人は元来高い

創造力を備え持っているようです。貴財団の研究奨

励金をいただいたことを励みに、”Imagination is 
much more important than knowledge.”の意識を

もち新たなブレークスルーを目指して、研究生活を

送っていきたいと意を強くしています。 
 
 
 
 
 
 
 

生体情報薬理分野の集合写真。前列中央が筆者。 

 
 
 

骨代謝研究のこの 10 年間、 
そしてこれからの 10 年 

 
大阪大学大学院 

歯学研究科生化学教室  
西村 理行 

E-mail: rikonisi@dent.osaka-u.ac.jp 
 

この度は、2006 年度ノバルティス研究奨励金を贈

呈していただきまして、たいへん感謝いたしており

ます。ご選考いただいた先生方には、心よりお礼申

し上げます。贈呈いただきました研究奨励金は、受

賞研究課題「間葉系幹細胞の分化プログラムの制御

における転写因子 Osterix の役割の解明」の研究に

有効に活用させていただいております。 
私は、骨格系細胞（骨芽細胞、破骨細胞、軟骨細

胞など）の分化プログラムの制御機構に関する研究

を行っています。骨に関する研究を始めて、十余年

が経ちますが、骨代謝領域にとっては、この 10 年

間は、非常に輝かしい時代だったと思います。破骨

細胞の分化誘導因子 RANKL や骨芽細胞特異的転写

因子Runx2の発見に始まり、Smad、Osterix、NFAT2、
Sox9、FGF23 の発見など、枚挙に遑がありません。

特筆すべきこととして、これらの研究の多くに、日

本人研究者が多大なる貢献を果たしたことが挙げら

れます。また骨代謝研究の発展に伴って、骨代謝に

関する論文が Top Journal にも随分と取り上げられ

るようになり、領域の地位（？）は飛躍的に向上し

たと実感しています。その意味でもこの 10 年間の

milestone 的発見が果たしてきた功績は、非常に大き

いと思います。 
では、今後の 10 年はどうでしょうか。この 10 年

間を基盤として、さらなる発展を遂げることは疑い

の余地がないと思います。しかしながら、一つだけ

心配なこととして、研究テーマの賞味期間が随分、

短くなっていると痛感します（骨代謝領域に限った

事ではないように思いますが）。これも時代の流れな

のかもしれませんが、トレンドや新しい実験手技に

埋没してしまう研究も、少なからず見受けられます。

次の 20 年、あるいは 50 年にも継げるためには、ベ

ンチで得られるデータと、ベッドサイドで見出され

る所見を大切に研究に役立てて、トピックスだけに

終わらない、オリジナリティに富む仕事を展開すべ

きだと思っております。私も今回の研究助成金の贈

呈を励みにして、研究と教育（人“財”育成）に努

力を尽くしたいと思っています。 
最後になりましたが、ノバルティス科学振興財団

のさらなる発展を祈願しております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
著者が所属する研究室の同門会「常安会」（2007 年 6

月 2 日）時に撮影した写真。（左端が、著者。） 
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本の PCR のバンド 
 

順天堂大学医学部 
免疫学 准教授 

中野 裕康 
hnakano@med.juntendo.ac.jp 

 
村上春樹はスコット・フィツジェラルドについて

次のような内容の文章を書いている。「僕がフィツジ

ェラルドの小説に出会っていなかったとしても、僕

は小説家になっていたかもしれない。しかし、これ

だけは言える。もし僕がフィツジェラルドに出会わ

なかったら、今のような小説を書く小説家にはなら

なかっただろうと。」。私にとってもこの事は言える。

あの PCR の band のなかに新しい TRAF ファミリ

ー分子の遺伝子が入っていなければ、私は今のよう

に NF-κB や細胞死の分野でサイエンスを続けては

いなかったと思う。 
大学院時代に TCR を介するシグナル伝達の研究

をし、その後 1995 年に cellular immunology 真っ

盛りの順天堂大学免疫学の奥村研究室の助手になっ

た私は、当然のごとく自分一人で新たなプロジェク

トを立ち上げることになった。それまでの経験から、

ある分野のシグナル伝達の研究に新参者が入ってい

くためには、なにか新しい分子を同定でもしないか

ぎり、難しいだろうという実感をいだいていた。そ

こで、あまり研究の進んでいない TNFR のシグナル

伝達の研究に参入しようと思い、まず新しい TRAF
ファミリー分子を同定しようと試みた。当時は、

Goeddel や Baltimore らによりようやく CD40 や

TNFRファミリーを介するシグナル伝達の研究が黎

明期を迎えようとしていた時代であり、日本で

TNFRファミリーを介するシグナル伝達の研究をし

ている人はほんの数人であったと思う。TNFαや
IL-1 刺激が NF-κB を活性化することはわかってい

たものの、そのメカニズムや、さらにその他のTNFR
ファミリーが NF-κB を活性化するかどうかも全く

不明な時代であった。私にとって幸運だったのは、

私の大学院時代（千葉大学医学部高次研遺伝子情報

分野）に、同じ研究所に所属していた稲垣暢也先生

（現京都大学医学部教授）と知り合いだったことだ

った。彼らが degenerative oligonucleotide primer
を用いたRT-PCR法でチャンネル分子のクローニン

グを次々成功させていたことから、彼にそのこつを

教えてもらい、新たな TRAF ファミリー分子を同定

するというたった一人だけのプロジェクトを立ち上

げた。最初の１ヶ月間はまったく既存の TRAF しか

とれなかったので、サブクローニングの効率を上げ

るために、やむをえず制限酵素サイトを付加した

primer を使用したところ、PCR の band の中に、

TRAF ファミリーに属する未知の遺伝子が存在して

いることが明らかになった。その後この遺伝子の全

長のクローニングに相当な苦労をしたが、なんとか

全長を同定することができ、TRAF5 と命名し論文

とすることができた。免疫学会で阪大の岸本先生が

私のポスターの前に来て下さり、自分のラボでも新

しい TRAF を取ろうとしたが、うまくいかなかった

と話されていた事が印象に残っている。ほぼ同時期

に東大医科研の井上純一郎先生らも TRAF5 を

CD40 に会合する遺伝子 CRAF2 として同定してお

り、重要な遺伝子の同定は、必ず時をすこし前後し

て複数のグループによってなされるということを、

この時身をもって実感することになった。さらに少

し後に井上先生と Goeddel らが TRAF6 を同定し、

TRAF ファミリー分子のクローニング競争は幕を閉

じた。その後この分野における私の研究は、TRAF5
ノックアウトマウスの作製や IκB kinase の活性制

御、NF-κB による細胞死抑制の研究へと現在にわた

り続いている。 
あの時 TRAF5 のクローニングができていなけれ

ば、あるいは TRAF5 のクローニング競争に負けて

いたら、私は NF-κB の世界で研究を続けてはいな

かったと思う。目に見えない激しい競争のなかで、

自らプレッシャーをかけて自分をとことん追いつめ

て、そのなかで仕事を続けていた３０代半ばから後

半にかけての日々を、時々思いだすことがある。４

０歳も半ばに達し、大学内で種々の雑務を抱えてい

る現状では、一つのプロジェクトを朝から晩までず

っと考え続けることは、今後の自分の研究者として

の生活のなかではもうないのかもしれない。唯一そ

の当時の名残が自分のなかにあるとすれば、電車の

なかで論文を読んでいて、時々熱中しすぎて乗り過

ごしてしまうことだけだろうか。 
最後に助成金をいただき、このような拙文を書か

せていただく機会を与えていただいたノバルテイス

科学振興財団の金子先生を初め、財団の方々にお礼

の言葉を述べさせていただき、私の文章の終わりに

させていただきます。 
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2006 年当時のラボメンバー。後列真ん中が筆者。 

 
 
 

運命回路形成の機能解析 

 

札幌医科大学医学部附属がん研究所 

生化学部門    

谷口雅彦 

taniguti@sapmed.ac.jp 

 

 我々の脳は一千億個ぐらいの脳細胞からできて

いると言われています。これらの脳細胞が正しい標

的細胞とシナプス結合することにより脳が脳として

機能します。私は発生学に興味があり、神経発生の

中でも神経回路形成過程を制御している軸索ガイダ

ンス分子に注目して研究しています。 

 私は大学院の時は癌遺伝子の研究をしていました

が、大学院修了後は神経発生の研究をしたいと思っ

ていました。愛知県コロニー・発達障害研究所の研

究員になりましたが、軸索ガイダンス分子であるセ

マフォリンのノックアウト(KO)マウスの作成をす

るために生理学研究所の八木健先生（現在は大阪大

学）の研究室で実験をさせてもらいました。同時期

に名古屋大学の藤澤肇先生の研究室から木津川君

（現在は大阪大学）がニューロピリンの KO マウス

を作成しに来ていました。ほぼ同時に KO マウスは

作成できたのですが、これらのマウスの神経走行の

表現型が全く同じであることが分かりました。たま

たま藤澤先生が生理学研究所に来られていた時にセ

マフォリン KO マウスの神経走行を見てもらい、同

じであることが分かりました。セマフォリンのレセ

プターは分かっていなくて、ニューロピリンのリガ

ンドも分かっていなかったです。ニューロピリンは

セマフォリンレセプターだと考えて解析するとその

通りでした。同じ時期に同じ研究室でリガンドとレ

セプターの KO マウスを作成しているとはすごい偶

然（運命？）だと思いました。興奮しました。以後、

セマフォリンとニューロピリンの解析は進み、神経

系だけでなく免疫系や血管形成などにも関与してい

ることが分かってきました。 

 私はその後、東京大学・札幌医科大学と異動しま

したが、上述のような興奮を何回も味わいたいと思

いつつ、研究を始めた時のワクワク感も忘れずに今

後も研究を頑張っていきたいです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

海が見える研究室 
 

横浜市立大学大学院医学研究科  

分子内分泌・糖尿病内科学 

寺内 康夫 

terauchi@yokohama-cu.ac.jp 

 
私は長野県の松本で生まれ、小中高とずっとそこ

で過ごしました。松本は四方を山で囲まれた盆地で、

小さいころから美ヶ原、北アルプスなどの山々を間

近に見てきましたが、今では東京での生活の方が長

くなりました。晴れた日には自宅から富士山と丹沢

山系が望めますが、山々を見るとほっとするのは幼

い頃を想いだすからでしょうか。そんな私ですが、

横浜市金沢区にある大学の研究室でもほっとする時

間を過ごすことができます。それは窓から海が見え

るからです。 
うちの研究スタッフは実験を始めた若手ばかりで

すが、疾患の病態を明らかにし、新しい診断法・治

療法を開発することがいかに面白いことか、心から

感じてもらうためのお膳立てとディスカッションが

私の日課です。日ごろは臨床・教育に加え、若手ス

タッフの研究指導であっという間に一日が過ぎてし

まうのですが、そんな時に海を眺めると時間の経つ

札幌・羊ヶ丘展望台に

て。もう少年ではないで

すが（心はいつまでも少

年です）、大志を抱いて

頑張っていきたいです。

ちなみに外見ではほと

んど研究者に見られま

せん。 
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のがゆっくりで、まるで別世界に来たみたいです。

東京湾を行きかう大型船はもちろん、三浦半島から

房総半島まで一望できます。 
実は最近、大学の近くでイルカに逢えるとスタッ

フから教わりました。イルカ？実は私の施設のすぐ

そばには八景島シーパラダイスがあって、そこでた

だで見ることができるのです（写真）。海や緑に溢れ

た横浜の片田舎ですが、こんなところからも世界に

向けて何か発信できたらと、若手スタッフを一人で

も多く集め、育てている毎日です。 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

私の好きな研究 

 

独立行政法人理化学研究所 

発生再生科学総合研究センター 

臓器再生研究ユニット 

鈴木淳史 

E-mail: suzukicks@cdb.riken.jp 

 

 「命を削って実験データを得る」、「５時間以上寝

ると頭が腐る」などは、研究とは何たるかを衝撃的

に私に植え付けた先輩の残した名セリフ達である。

同時に、これらの言葉は生物学の研究がいかに体力

や気合い、一途な精神といったものに依存している

かを物語っている。考えるよりまず行動してみる、

その行動も中途半端ではなく可能な限りの可能性を

試行してみる、このことが研究を亀が砂浜を這うが

ごとくに進め、その繰り返しによってのみ、意味を

持った到達点（大きくは通過点に過ぎないが）に到

達することができる。そして、その原動力となるの

は、好きだからやる、といった私がこよなく愛す「好

きこそものの上手なれ」という精神だと感じる。こ

の適材適所の概念は古くから日本に定着しており、

その中で伝統工芸の発展や戦後の機械産業の躍進が

成し遂げられたと思う。研究の世界であっても、多

くの大学教授やリーダーが自らの研究やその発展性

を熱く語れる良い伝統が残っている。ところが、現

在の日本では適材適所の人材が減少する傾向にあり、

皆が憧れて目指す職種（医者や弁護士など）を金欲

や名誉欲のために目指し、それに漏れたものは敗北

者として泣く泣く他の仕事に従事するといった層状

構造が一部顕著になってきたように思う。これは研

究の世界でも同じで、このままでは研究を単なる金

儲けや名誉を得るための手段としか考えない者が増

加するように感じてならない。私が実際に経験した

アメリカの研究社会では、どのポスドクが大学教授

を目指し、どのポスドクが企業に入り、どのポスド

クが医者の道に進むのかが、その知識や言動からお

およそ判断できた。それは、その個人だけでなく周

りの人も認めるほど自分に見合った道を的確に選択

できる能力を彼らが備えていることを意味しており、

私には刺激的でとても参考になった。その当時から、

私は自分が本当に研究に向いているのかを自問自答

してきたが、研究の発案が好きで、実験が好きで、

結果を考察して次の実験を計画することも好きで、

それを皆に発表することが好きな自分は、研究者の

道を選ぶのではなく、研究者の道しか選べないこと

が分かった。「好きこそものの上手なれ」、この言葉

を信じ、迷いなく研究の道を気合いと根性で突き進

んでいこうと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラボの小旅行（USJ） 
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選択的な遺伝子機能制御を実現する 
化学的技術の開発を目指して 

 
東北大学多元物質科学研究所 

永次 史 
nagatugi@tagen.tohoku.ac.jp 

 
私は昨年の４月より東北大学多元物質科学研究所の

教授として赴任し、独立した研究室を構えておりま

す。新しく研究室を立ち上げるにはまず資金が必要

ということで、昨年度は研究費の申請書作成に明け

暮れていました。その中で、2006 年度ノバルティス

奨励研究金をいただけたことは非常にありがたく、

この場をお借りして心より感謝申し上げます。 
私は、独自に設計した分子を用いて遺伝子機能を化

学的に制御することを目的に研究を展開しておりま

す。遺伝子の異常は様々な病気の原因になることが

明らかにされてきており原因遺伝子の発現を選択的

に制御することは、様々な病気の新しい治療法へと

発展するものと期待されています。遺伝情報を伝え

ていく本体である、DNA あるいは RNA に対して塩

基配列選択的に結合する分子は、特定遺伝子の発現

のみを制御できると考えられます。さらに遺伝子の

特定の位置に対する選択的な化学反応の誘起は、効

率的な遺伝子発現制御を起こすだけではなく、遺伝

暗号を変化させる、つまり、化学的な遺伝子操作を

行える可能性を秘めており、細胞内での遺伝子に対

する選択的な化学反応の誘起は、生命科学を化学的

に解明できる技術に発展するものと期待されます。

すでに私たちはこのような基本技術として、特定の

配列を持つ遺伝子に対して複合体を形成することで、

選択的にアルキル化反応を誘起し、細胞内で効率的

に遺伝子発現を阻害できる新しい分子を開発するこ

とに成功しています。現在、さらにこれらの技術の

適用範囲を拡大すべく、新たな分子設計を行い、そ

の基本技術に必要な低分子の合成を検討中です。ま

だ学生も少なく、はじまったばかりの研究室ですが、

細胞内における選択的な遺伝子機能制御を実現する

化学的技術を独自に開発することを目指して、研究

をすすめていきたいと考えています。 
 

 

 

 

 

2007 年度４月 永次研究室メンバー （向かって右から

２番目が筆者）東北大学片平キャンパス 桜並木の下で 

 

 

 

 

水際でのG蛋白活性制御因子の研究 

 

横浜市立大学大学院医学研究科 

循環制御医学 

佐藤 元彦 

motosato@yokohama-cu.ac.jp 

 

 平成１８年度に「虚血誘導性 G 蛋白活性制御因子

(Activator of G-protein Signaling 8)による細胞機能調

節に関する研究」という課題に対してノバルティス科学

振興財団より研究奨励金を頂きました。貴財団並びに

関係の役員、評議員、選考委員の先生方に心から感謝

申し上げます。 

 私は、三量体Ｇ蛋白刺激伝導系が疾病の発症・進展

に果たす役割をテーマに研究をしております。三量体Ｇ

蛋白は受容体刺激を効果器に伝えるものとして発見さ

れましたが、その後、受容体刺激とは別に G 蛋白活性

制御因子により直接活性調節を受けることが明らかとな

り、その細胞生理的意義が注目されています。私自身

の研究も、G 蛋白活性制御因子と共にスタートし、現在

は循環器疾患の発症・進展を左右するG蛋白活性制御

因子の同定とその機能解析に力を注いでおります。  

 先の研究では機会に恵まれ、狭心症モデルに発現す

る新 規Ｇ 蛋白 活性 化因子 （Activator of G-protein 

Signaling 8, AGS8)を同定することができました。今は

AGS8 の病態生理的な意義を明らかにすべく機能解析

を強く押し進めているところです。また、心肥大に関与

する新規 G 蛋白活性制御因子の同定も同時に進めて

おります。  

実は AGS8 の研究は米国ニューオリンズで行ってい

たのですが、ハリケーン・カトリーナの洪水により小生の

研究も少なからず打撃を受けました。しかし、避難・復旧

のプロセスはまた違った意味で研究の財産になったと

感じられます。日本には昨年戻り研究活動を再開いた

しました。現在勤務する横浜の研究棟は海に囲まれた

地にあり、研究室からは東京湾を見渡すことができます。

思い出せば G 蛋白活性制御因子の研究を始めた米国

サウスカロライナ州チャールストンも開拓以来の港町で

した。図らずも、三度水際での仕事となり、変化する水
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位を気にしながらも研究に邁進する日々であります。 

 

 

 

 

 

 

 

研究室にて G 蛋白研究スタッフとともに。中央が筆者。 

 

 

 

 

Spredの発見とその後の展開 
-Spred1はNCFC症候群の新たな原因遺伝子である 

 
九州大学 生体防御医学研究所 

免疫制御学分野 
吉村 昭彦 

 yakihiko@bioreg.kyushu-u.ac.jp 
 
私は 1995 年７月に久留米大学分子生命科学研究所

の教授を拝命した。当時研究費は全くなくノバルテ

ィス研究財団からも助成をうけ大変感謝している。

研究費がなくてもできる実験は何かと考えて酵母

two-hybrid 法によって新しい遺伝子の検査を行なっ

た。その結果 JAB/SOCS1 と Spred を得た。ともに私

のライフワークとしてその後私の研乳室の中心的な

テーマとなった。SOCS、Spred についての詳細は HP 
http://immuno.bioreg.kyushu-u.ac.jp/を参照願いたい。 
 Spredをクローニングしたのは当時整形外科から

派遣された脇岡徹君であった。彼は破骨細胞のライ

ブラリーからc-fms（MCSF受容体）のチロシンキナ

ーゼドメインをbaitにしてつり上げたものである。ホ

モロジーサーチの結果、そのＣ末端部分がシステイ

ンに富み、その当時報告されたばかりのSproutyにに

ていることがわかった。平成１１年の初春のことだ

った。Sprotuyは線維芽細胞増殖因子（FGF）のシグ

ナル、特にRas/ERKキナーゼを抑制する分子として

ショウジョウバエで報告されたものだったのだ。し

かもファミリーを形成している。私はSOCSに次ぐ新

たな抑制分子ファミリーを探し当てたにちがいない

と踏んで、これに研究室の総力をあげて解析に取り

組んだ。Spred遺伝子にはSproutyに似たドメイン以外

にEVH-1、あるいはWH-1 （WASP-homology）と呼

ばれるドメインがＮ末端にあり実際にERK活性化を

抑制できた。そこでWasplinと名付けてoverexpression
（過剰発現）のデータばかりではあるが平成１２年

８月にはだいたい形が整ってともかくもNatureに投

稿してみた。しかし１週間で帰ってきた。全く相手

にされなかったわけだが、幸にもEditorはどこが問題

かを指摘してくれていた。最大の問題は内因性の

Spredが本当に機能しうるのかという点で、これには

ノックアウトが出来ていない以上、抗体のインジェ

クションかドミナントネガティブ変異体の発現しか

手はなかった。抗体インジェクションはきわめて難

しい技術のように思われたが、脇岡君は本当に粘り

強く実験しついに抗体によるERKキナーゼ活性の上

昇をつかまえることに成功した。抑制のメカニズム

についても佐々木君といっしょにいくつかの決定的

なデータを出してきた。蛍光イメージングの手法に

よりRasの活性化やRafの細胞膜への移動は抑制しな

いものの、Rafのキナーゼ活性化は抑制することが判

明した。そして１２月６日に新たなバージョンを

Natureのofficeに送った。今度は名前をSpredに変えた。

Sproutyの仲間であることを強調したのだ。Spred は
Sprouty-related protein with EVH-1 domainの略である。

もちろんこの分子から新しい世界がSpread（広がっ

て）くれる願いがこめられていた(1)。今度はReviwer
にまわり山のようにコメントが寄せられたが、脇岡

君は実験を続け、４月１５日にRevised Versionを送

り６月８日にほぼacceptの返事が来た。この４月に

は私は九州大学に移動した。脇岡君が破骨細胞のラ

イブラリーから遺伝子の断片をつり上げてから実に

３年余が過ぎていた。新しくラボを開いてすぐに

Natureに論文を載せることができたのは幸いだった。

しかしこれはひとえに朝早くから夜遅くまで休むこ

となく、またあきらめることなくひたすら実験にと

りくんできた脇岡君の粘りと実験に対する真摯な姿

勢の賜物である。 
 その後我々はSpred-1, Spred-2、Sprouty2,Sprouty4
の欠損マウスを作成し生理機能の解明を進めた(2,3)。
どの結果もこれらの遺伝子がサイトカインや増殖因

子の負の制御機能を担っていることを示していた。

しかし決定的な証明までには至らない。他の

Ras/ERK経路の分子との類似点がみつからないのだ。

しかしついに我々はその決定的とも言える証拠をつ

かんだ。今回ベルギー、フランス、アメリカとの国

際共同研究によって家族性の神経細胞腫

(neurofiborosis)様の疾患家系にSpred1遺伝子の
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loss-of-function型の変異（優性遺伝）が複数見つかっ

たのだ(4)。 
 'neuro-cardio-facial-cutaneous' (NCFC)症候群とは表

現型が重複する遺伝性疾患の総称で神経線維腫症

Type I（NF1）、ヌーナン症候群、レオパード症候群、

心臓-顔面-皮膚（CFC）遺伝性症候群とコステロ症

候群を含む。すべて常染色体優性遺伝形質を示す疾

患で、いまのところわかっている原因遺伝子はすべ

てRas-ERK経路のコンポーネント（SOS, Shp2, 
Ras,Rafなどのgain-of-function型）かもしくはその負

の制御因子(NF1すなわちRas-GAPのloss-of-function
型)である。今回Spred1がこの遺伝子群の仲間に加わ

ったことで、Spredが確かにRas-ERK経路の負の制御

因子であることが確認された。また癌抑制遺伝子の

候補であることも強く示唆される。 
   当然興味深いのは他のファミリーメンバーの疾

患への寄与である。哺乳類ではSproutyは４種類、

Spredは３種類存在する。いくつかの癌で発現の低下

が報告されつつあるが、いまだ癌でのこれらの遺伝

子の変異は報告されていない。今回Spred1に家族性

の変異が見つかったことで、癌において

Spred/Sproutyファミリー遺伝子のLOHと変異が探索

され発見されることは時間の問題と思われる。また

他の遺伝性の疾患においても変異が見つかる可能性

もある。ようやくSpredが世界的に広がる素地が出来

たような気がする。 
 私は来春（平成 20 年 4 月）に慶応義塾大学医学部

に移動する。鹿児島から久留米、久留米から九大と

移動のたびに新たな研究の展開と新しい仲間たちが

待っていた。今回もそうなって欲しい。Spred がヒ

ト遺伝性の疾患の原因遺伝子であることの発見は大

きな飛躍の手助けになってくれるに違いない。 
(1) Wakioka et al. Spred is a Sprouty-related 

suppressor of Ras signaling. Nature. 412 : 647-651, 
2001. 

(2) Inoue et al. Spred-1 negatively regulates 
allergen-induced airway eosinophilia and 
hyperresponsiveness. J Exp Med.;201:73-82, 2005.  

(3) Taketomi et al. Loss of mammalian Sprouty2 leads 
to enteric neuronal hyperplasia and esophageal 
achalasia. Nature Neurosci. 2005 8, 855-857 

(4) Brems H. et al. Germline loss-of-function mutations 
in SPRED1 cause a NF1-like phenotype. Nature 
Genetics in press 

 

 
 
 
 
 
 

平成 19 年４月の研究室総出の花見 

 
 
 
 
 

敵の武器を学び、利用する試み 
 

福井県立大学 
生物資源学部生物資源学科 

応用微生物学領域 
濱野 吉十 

 
この度は2007 年度ノバルティス研究奨励金を賜

り心より感謝申し上げます。また研究随想の執筆の

機会を与えて頂き、重ねて御礼申し上げます。 

近年、多剤耐性を示す病原微生物の出現は、臨床

上、極めて重要な問題となっている。これまでに、

この様な病原微生物を含む様々な微生物において、

新しい抗生物質の合理的な開発を目的に、薬剤耐性

メカニズムの解明と、それに直接関与する耐性遺伝

子の機能解析が多数行われてきた。特に、抗生物質

の不活化を担う修飾酵素遺伝子は、大変興味深く、

主な薬剤耐性メカニズムの1つでもあるとともに、

我々人類においては臨床上の“強敵”であることは、

言うまでもない。 

これまでに、放線菌をはじめとする様々な微生物

の代謝産物から、抗生物質などの生理活性物質が単

離され、報告されている。しかし、近年、新規生理

活性物質の単離に関する報告は、年々減少している。

その一方、これまで単離された抗生物質の中で、強

力な抗菌活性を示すにも関わらず、ヒトへの毒性の

為、臨床応用されていない抗生物質も多数存在する。

そこで、我々は、臨床上の“強敵”である抗生物質

の修飾酵素（耐性遺伝子）の機能に着目し、その不

活化能をうまく利用することでヒトへの毒性を緩和

でき、これまで難しいとされてきた強毒性抗生物質
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の臨床応用に導くことができると考えている。 

実際、我々は、強毒性抗生物質として古くから知

られている、ストレプトスリシン（ST）の新規耐性

遺伝子を微生物から単離し、その機能を利用し、ST

の選択毒性を改変することに成功した。すなわち、

STの原核生物に対する毒性は維持したまま、真核生

物への毒性を緩和できることを見出した。本研究は、

抗生物質の耐性遺伝子を有効利用することで、強毒

性抗生物質の臨床応用への可能性を導いた数少ない

例であり、今後、さらに“敵の武器を学び、利用す

る試み”を進めていきたい。 

 
 
 
 

 

 

 

実験室にて 筆者 

 

 

 

抱  負 
 

財団法人癌研究会  
癌化学療法センター ゲノム研究部 

冨田章弘 
akihiro.tomida@jfcr.or.jp 

 
当研究部は、がん分子標的薬剤の有効性をゲノム

レベルで研究し、ベッドサイドで応用できる薬剤反

応性診断法の確立や新たな治療標的の探索を行うこ

とを目的として、2005 年 1 月に設立された、当セ

ンターでも最も若い研究部です。当初は 4 名でスタ

ートした当研究部も、人員、実験室とも拡充され、

現在では 9 名の研究部に成長しました。この間、研

究も概ね順調に進展し、当初より力を入れて進めて

きたマイクロアレイを用いた遺伝子発現解析研究、

小胞体ストレス応答の阻害剤の探索とその作用機序

解析研究、小胞体ストレス応答の制御機構の研究に

ついて、報告できる成果も出てくるようになりまし

た。今後は、それぞれの研究の融合をはかるととも

に、成果の実用化に向け、基礎と臨床をにらみつつ

研究を展開していきたいと考えています。例えば、

遺伝子発現解析を基盤として構築を進めている治療

効果予測システムについては、その実用化に積極的

に取り組みつつ、薬剤感受性予測遺伝子群の生物学

的な意義付けや新たな分子標的としての可能性を明

らかにしていく。一方、小胞体ストレス応答を標的

としたがん治療研究については、見出してきた化合

物の開発研究を進めつつ、包括的な遺伝子発現解析

によって同定した小胞体ストレス応答阻害剤の作用

と関連する遺伝子群の発現パターンを指標に POC
（Proof of Concept）研究を展開する。また、それ

らの遺伝子を含め、新たな UPR 制御因子の同定や

その分子標的としての可能性などについて検討する。

こうしたゲノム解析技術を有効活用した研究を展開

することによって、効率的に、そして迅速にがん分

子標的治療の発展に貢献していきたいと考えていま

す。 
最後になりましたが、貴財団からの研究奨励金を

賜りましたこと、発展途上の研究部には大変に有難

く、深く感謝致します。 
 

癌化学療法センターの 3 研究部合同での納涼会（お台場付

近、屋形船にて）前 2 列目、右から 2 人目が、筆者。 
 

 

 

研 究 随 想 

 

京都大学 

消化器内科 

渡部 則彦 

norihiko@kuhp.kyoto-u.ac.jp 

 

2006年度ノバルティス研究奨励金を頂けたこと、大

変光栄に存じており、またこの機会を得て、研究室

便りを執筆できること、とてもありがたく、重ねて

御礼申し上げます。私は、神戸大学医学部卒業後、

東京の聖路加国際病院にて四年間臨床研修をさせて

いただきました。その後、京都大学大学院医学研究
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科に入り、在学中は本庶佑先生の教室にて免疫研究

に従事させていただきました。そして、2001年より

米 国  DNAX 研 究 所 、 2003 年 よ り 米 国 
MDAnderson 癌センターにて Yong-Jun Liu 博士

のもとでヒトの樹状細胞の研究に従事し、2005年よ

り京都大学の消化器内科、千葉勉教授のもとで粘膜

免疫と消化器疾患における樹状細胞の役割について、

樹状細胞活性化サイトカイン TSLP に重点をおい

た研究をすすめています。研究に没頭し始めたころ、

本庶佑先生から教わった6つの「C」があります。そ

れは、“Curiosity を大切に、Courageを持って困難

な問題にChallengeすること。そして必ずできると

いうConfidenceを持ち、全精力をConcentrationし、

最後までContinuationすることです”。この６Cを実

行するのは、容易なことでは勿論ないのですが、挫

けそうな時に先生の言葉を思い出し、軌道修正をし

てきたような気がいたします。“研究者の醍醐味とは、

多くの人が石ころだと思って見向きもしなかったも

のを拾い上げ、それを磨きあげて、それをダイヤモ

ンドにすることであり、そうして行なった研究こそ

が本当に独創的で研究者冥利につきる”という本庶

佑先生のお言葉を座右に、日々研鑽しておりますが、

米国に比べ予算も、時間も、（待遇も）余裕のない中、

いかに研究の醍醐味を、後進たちと共に味わえるか、

“石”を見極めいかに光らせるかを日々模索しつつ、

頑張っていきたいと思っております。 
 
 
 
 
 
 
 

実験中の筆者（右前方） 

 

 

 

薬剤耐性細菌感染症克服を目指して 
 

大阪大学産業科学研究所 
科学技術振興機構さきがけ 

西野邦彦 
nishino@sanken.osaka-u.ac.jp 

 
 この度は第 20 回ノバルティス研究奨励金を賜り

ましたことを心より感謝申し上げます。また、20 周

年を迎えられるとのこと、誠に喜ばしくお祝い申し

上げます。 
 近年、抗菌薬で治療することの出来ない細菌感染

症が臨床現場や畜産現場で出現し、世界で共通の深

刻な問題となっています。メチシリン耐性黄色ブド

ウ球菌(MRSA)や多剤耐性緑膿菌(MDRP)による院内

感染が問題となっていることはしばしば新聞等報道

でも取り上げられ、聞いたことのある方も多いので

はと思います。私達はこれら抗菌薬が効かなくなっ

た「薬剤耐性菌」による感染症の振興を未然に防ぐ

ことを目的として、研究に取り組んでいます。感染

症は、ともに生物である病原菌とヒトとのいわば食

うか食われるかの戦いの姿であるとも言えます。ヒ

ト側は、菌の病原性に生体防御機構で対抗しますが、

その戦いにヒトが用いる強力な武器が「抗菌薬」で

す。それに対して菌側は「薬剤耐性」で抵抗します。

これまでに市場に現れたどのような新薬も、やがて

は効かなくなるという運命をもっています。薬が効

かなくなるのは、菌側の必死の抵抗の結果であって、

ヒト側がよりよい薬を開発すると、菌側もやがてそ

れへの耐性を獲得し、その戦いはいつまでも続きま

す。これまでの戦いの歴史をみると、感染症は人類

が地球上に存在する限り無くなることのない問題と

思えるほどです。 
 敵を識り己を識らば百戦危うからず、といわれま

すが、私達の研究目的は、抗菌薬を効かなくさせる

敵である病原菌について、その適応能力を明らかに

すること、そのうえで我々のもつ力をどのように活

用させるかを考えようとするところにあります。細

菌ゲノムに潜在する薬剤耐性因子を明らかにするた

め、ポストゲノム手法を用いた薬剤耐性因子の網羅

的解析「レジストーム (resistome)」研究を進めてき

ました。薬剤排出ポンプは細胞内から抗菌薬等を排

出し、薬剤耐性を生み出す原因となっています。解

析の結果、細菌ゲノムには驚くほど多くの（数十個

以上）薬剤排出ポンプ遺伝子が潜在していることが

明らかになりました。また、細菌は、環境を感知し

て細胞内情報伝達を行うことにより、これら薬剤排

出ポンプ遺伝子を発現させるという巧妙な耐性機構

を保持していることを発見しました。研究を進めれ

ば進めるほど、薬を効かなくさせてしまう病原菌の

たくましい適応力と進化の仕組みに感嘆するばかり

です。同時に手強い敵と戦う対策を考えなくてはな

りません。薬剤排出ポンプを阻害することのできる
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薬を開発できれば、細菌の薬剤耐性と病原性を同時

に軽減することのできる新規治療法開発につながる

のではないかと考えて、現在、さらに研究を進めて

います。 
 「この世を生き延びられるのは、最も強い種でも

なく最も賢い種でもない、変化に最もよく適応でき

る種である」というチャールズ・ダーウィンの言葉

がありますが、まさしく細菌がこの種にあてはまる

のではないかと思います。細菌には、ヒトよりも長

い間様々な環境下で生き延びてきた歴史が刻みこま

れています。その歴史を学ぶことにより、我々の生

活にも役立てることが大切です。将来的には細菌と

ヒトとの共存を目指した全く新しい薬を創りたいと

考えております。末筆ではありますが、このような

素晴らしい研究奨励金を賜りましたことを名誉に今

後の一層の励みとしたいと考えております。 
 

 

 

 

 

 

 

 

大阪大学産業科学研究所・生体情報制御学研究分野・感染

症対策研究チーム：大学院生を中心に構成された若手中心

の研究チームです。細菌のもつ適応力を明らかにし、薬剤

耐性菌感染症を克服することを目的に、活発に研究活動を

営む良き仲間です。（写真左より、中濃さん、二階堂さん、

坂田さん、田中さん、筆者） 

 

 

 

 

研究室の立ち上げ 

関西学院大学 
理工学部生命科学科 
准教授 田中克典 

katsunori@ksc.kwansei.ac.jp 
 

この度は、貴財団の研究奨励金を贈呈いただき誠

にありがとうございました。昨年4月に前任校から

現在の所属に移り、研究室を新しく立ち上げるに際

し、たくさんの研究費が必要な時期に研究助成金を

いただき大変助かりました。私自身、独立して研究

室を主宰するのは初めてであり、手探り状態ではあ

りましたが、研究室のメンバーの協力と頑張りのお

かげで何とか順調に研究活動を軌道に乗せることが

できました。現在、新しい研究室での研究成果を少

しでも早く論文にまとめようと日夜頑張っておりま

す。我々の研究室では、SUMO化というユビキチン

化に似たタンパク質の翻訳後修飾による細胞機能制

御機構に関する研究を行っています。モデル生物と

して、高等植物シロイヌナズナおよび分裂酵母を用

いて研究しています。これらの研究により、細胞環

境応答や細胞核構造機能に関する普遍的な機構を解

明し、がん治療に対する創薬や植物環境応答などへ

の応用の礎となることを目標としています。 

 

 

 

 

コペンハーゲンでの第4回分裂酵母国際会議にて 

 

 

自分にとっての「思いもよらぬ結果」 

 
東京理科大学 薬学部生命創薬科学科 

中崎  敦夫 
nakazaki@rs.noda.tus.ac.jp 

 
 研究者なら誰もが体験することではあるが、何か

の目標に向かって、日々研究を行なっていると、目

標とは明らかに異なる、思いもよらない結果に出く

わすことがある。これが珍しい現象である場合や、

稀に運が良いと極めて役に立つ場合もある。しかし

ながら、その殆どが大したものではないのだが、自

分は大なり小なりこういう発見は楽しくて仕方が無

い。時として本業を忘れてこちらを追求してしまう

こともある。 
 これまでの自分の研究生活の中で、最初にして最

大の「思いもよらぬ結果」が得られたのは大学院生

のときである。その内容は、二つの既知反応が高い
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選択性で起こり、他法では得難い化合物が一挙に合

成できるという、これまで全く報告されていなかっ

た新奇な反応であった。この体験で大変興奮した私

は、「また面白いものを見つけてやろう」と意気込ん

でしまい、当初の目標を忘れ去ってしまったもので

ある。今思えば、このころはちょっとした「遊び心」

（東大院薬の福山 透先生がよくおっしゃっている

フレーズ）を持って研究していたおかげで、「思いも

よらぬ結果」が見出せたのではないかと考えている。 
 現在の研究テーマは、「生物活性を持つ天然有機化

合物の合成とそれを指向した効率的な反応の開発」

である。このテーマには、標的としている生物活性

化合物の合成方法を確立すること、及び、それら合

成の手助けとなる効率的な反応を見出す、という明

確な目標がある。ここ数年、猪突猛進に研究してき

たおかげで、本テーマは結実しつつあり大変喜ばし

いのだが、心踊るような「思いもよらぬ結果」は残

念なことにさっぱりご無沙汰となっている。私は、

「思いもよらぬ結果」が新たな研究の種になる可能

性があり、これが本業の研究テーマを含む研究全体

に良い刺激にとなると考えている。本業の地盤が固

まりつつある今こそ、研究の中に少しばかりの「遊

び心」を持ちつつ、潤いのある研究へ展開して行き

たいと考えている。 
 
 

 

高次脳機能の分子機構の解明を目指して 

 

東京大学 

医科学研究所神経ネットワーク分野 

真鍋 俊也 

tmanabe-tky@umin.ac.jp 

 

 私の研究室の研究テーマは、高次脳機能である記

憶・学習や恐怖などの情動がどのような機構によりもた

らされるかを分子や細胞のレベルで明らかにする、とい

うものですが、言葉で言うのは簡単ですが、これは人類

が追求している難問の中でも、最も難しい仕事のひとつ

ではないかと日々感じながら研究を進めています。脳は

見た目以上にはるかに複雑であり、無数の神経細胞が

ネットワークを形成し、それがさらに複雑に連絡しあうこ

とによって、脳の機能が発現します。しかも、これらの活

動が脳のいたるところで同時に進行するため、個体レベ

ルで脳の機能を総合的に理解することは、気が遠くなる

ような、きわめて難解な問題なのです。しかし、そうは言

っても、複雑で難解であるがゆえに、やりがいもあるわけ

で、このような究極の目標に向かいながら、それに一歩

でも近づくために、これまでも精力的に研究を進めてき

ましたし、今後も大きなブレイクスルーを目指して、脳の

神秘に迫ろうと考えています。 

 私たちは、スタッフ、技術員、大学院生など、総勢で３

０名程度のグループで研究を進めています。特に、大

学院生は全メンバーの約半数で、研究室の主力になっ

ています。技術的には、電気生理学という手法を用いて、

脳のスライス標本から神経シグナルを記録・解析するこ

とにより、高次脳機能の根源であるシナプスの働きを調

べています。また、遺伝子操作により遺伝子改変マウス

を作製して、個体レベルで機能分子の働きを解明する

という方法も用いています。脳の働きはあまりにも複雑な

ため、一方向からのアプローチだけでは、その本質に迫

るのは難しいため、私たちは、このような分子・細胞レベ

ル、ネットワークレベル、さらには、個体レベルでの解析

を総合的に進めながら、高次脳機能の本質の解明を目

指して、日々、研究に没頭しています。 

 最後になりましたが、貴財団からの助成金を最大限に

生かし、今後もこれらの難問を解決するために研究に精

進したいと考えております。このような助成は、特に若手

の研究者には貴重なものですので、今後も貴財団がま

すます発展され、多くの研究者の研究を助成していた

だければ幸いです。 

 

研究室のメンバーと医科学研究所 3号館前で。前列の中央

が筆者。 
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Runx2 ノックアウトマウス 

 

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 
生命医科学講座 
細胞生物学分野 

小守壽文 
e-mail: komorit@nagasaki-u.ac.jp 

 
私はもともと大阪大学で血液の癌（白血病や悪性リ

ンパ腫）を専門とする内科医でしたが、臨床の傍ら、

免 疫 グ ロ ブ リ ン の 遺 伝 子 再 構 成 （ VDJ 
recombination）の研究をやっておりました。これ

は、リンパ系白血病や悪性リンパ腫の診断にも役立

っていました。初めて立ち上げた血液グループであ

り、また大阪大学で初めて骨髄移植も開始し、臨床

で忙しいなかでの研究でした。大学に戻り７年位し

てやっと臨床の人手が集まり、海外留学できました

が、やはり VDJ recombination をやっていた

Frederick Alt 博士の研究室に行き、Tdt(terminal 

deoxynucleotidyl  transferase)のノックアウトを

やりました。さて日本に帰る段になって日本でどん

な研究をしようかと考えました。やはり臨床に直結

した研究と思い、ノックアウトのテクニックで白血

病の原因遺伝子の機能を探ることにしました。そこ

で白血病で高頻度の染色体転座で見つかった Runx1 

(AML1)、Cbfb (Pebp2β)、Mll のノックアウトマウス

を作製することにしました。Runx1 に関しては他に

ファミリー遺伝子が２つ（Runx2, Runx3）あり、そ

れらも一緒にノックアウトすることにしました。人

手が足らず、Runx3 のノックアウトは途中であきら

めましたが、これらのノックアウトマウスのうち、

Runx2 だけが血液以外の表現型を示しました。それ

は全く骨形成できないマウスでした。その後は、内

科をしながら骨研究に専念するようになりました。

そして、2004 年には長崎大学に移り、長年続けてき

た臨床もやめて、基礎研究に専念することにしまし

た。一つのノックアウトが私の人生を決めることに

なったわけです。内科医が、いつの間にか基礎研究

者になっていましたが、今ではこれが一番性に合っ

ていると思っています。 

 

 

 

 

 

２００６年３月、助教授の退官記念での教室員の写真。右

から５人目が筆者。 

 

 

 

 

 

 

研究随想 
神戸薬科大学薬品物理化学研究室 

斎藤博幸 
saito@kobepharma-u.ac.jp 

 
 大学での研究とは無縁であった私が、現在の大学

に職を得てから 2 年余りが経ちました。着任当初は、

慣れない講義や実習等の準備に多大な労力がとられ、

なかなか研究室の立ち上げに時間が割けない状況が

続いていましたが、ようやく研究室にも大学院生が

来てくれるようになり、研究が軌道に乗りかけてき

たところかと思います。 
 私が現在の研究テーマである、アポリポタンパク

質の構造と機能について興味を持ちましたのは、今

から 20 年以上も前に、京都大学薬学部の薬品物理

化学教室にて半田哲郎先生（現京都大学大学院薬学

研究科教授）からご指導を受けて以来になります。

当時は、若気の至りと申しますか、大学での研究と

いうものにあまり魅力が感じられず、病院薬剤師や、

製薬企業研究所、国立研究所などの職を経て、どう

ゆう巡り合わせか、大学で研究室を構える立場に就

いております。 
 いろいろな環境に身を置きながらも独自の研究を

継続してこられたのは、私のマイペースな性格が幸

い（災い？）したのかもしれません。また、留学先

で公私共にお世話になったペンシルバニア大学医学

部・フィラデルフィア小児病院研究所の Mike 
Phillips 教授、Sissel Lund-Katz 教授との出会いは、現

在のタンパク質工学を用いた構造生物学的研究を展

開する契機となったばかりでなく、日米での研究ス

タイルの違い等、いろいろと考えさせられるよい機

会となりました。現在は、大学で学生と日々接する

立場にありますが、研究の楽しさ、面白さを次の世

代を担う若者達に伝えていきたいと思っております。 
 最後になりますが、貴財団より研究助成金を賜り

ましたことを心より感謝申し上げますとともに、今

後の励みとして、より一層の研究の進展に努めて参
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りたいと思います。 
 
 
 
 

 
 
 
白浜への研究室旅行にて。前列右が筆者。 

 
 
 
 

日本人と研究 
 

慶応義塾大学 
医学部再生医学教室 

牧野伸司 
koshinji@sc.itc.keio.ac.jp 

 
ノバルティス様には海外留学中から少なからぬ縁

があります。私の留学中のボスであった Keating 先

生は、最近ハーバード大学教授からノバルティスの

研究グループ長（ Head of the Ophthalmology 
Disease Area at the Novartis Institutes for 
BioMedical Research）に移られました。Keating 先

生は long QT 症候群をはじめとして循環器研究の分

野で輝かしい業績を残された先生で留学中には医学

研究に対する姿勢を厳しく一から教えて頂き感謝致

しております。部下であった私が申し上げるのもお

かしな話なのですが、ノバルティスはたいへん良い

ヘッドハンティングをしたのではないでしょうか。

ボストン(ケンブリッジ)に新しくできたノバルティ

スの研究所にも Keating 先生のお計らいで何度か訪

問させて頂きました。会議室や研究室が一望できる

ガラス張りの設計や最新の設備に驚くとともに、研

究者一人一人に対するプレッシャーは如何なものな

のだろうか？とも考えさせられました。逆に言うと

欧米人に対してはこれぐらいのことをやらないと働

かないのかな？とも考えました。 
日本の外から日本人というものを眺めてみると、

日本人は本当に勤勉であることを改めて感じます。

電車が正確に時間通りに発着し、事務仕事などがき

っちり正確に進むことには驚きを覚えます。これだ

け勤勉な国民性のために年間３万人以上の自殺者が

でてしまうという負の部分もありますが、医学をは

じめとする研究や技術開発を行っていくためには大

切な気質だと感じます。そういう点では日本人とい

うのは研究に向いた国民性をもった民族であると考

えられます。 
 ほとんどタイトルと関係のないことをまとまりも

なく書いてしまいましたが、医学進歩のためには医

学研究が必須です。そのためにはお金が必要ですが、

日本や企業のトップで日本を動かしていらっしゃる

方々には、もっともっと研究費を増加させて、製薬

企業、大学、ベンチャーなど一体となって日本の知

的財産を増やし、今後も日本の優秀な人材に投資し

ていって頂きたいと考えます。 
この度は、研究助成をありがとうございました。

社会に貢献できるような研究成果に結びつけるべく

努力していく所存です。今後の貴財団のますますの

ご発展を心より祈念いたしております。 
 
 

 

 

 

“らせん”構造に魅せられて 
 

九州大学大学院・薬学研究院 
薬物分子設計学分野 

田中正一 
mtanaka@phar.kyushu-u.ac.jp 

 
世の中には“らせん”構造が頻繁にみられる。例え

ば、宇宙の銀河、台風の雲、鳴門の渦潮、朝顔の蔓

などがらせん構造を形成している。これらは、それ

ぞれ宇宙の法則、地球の自転、潮の流れ、ＤＮＡ分

子などによりらせんの巻き方が制御されているのだ

ろう。もっと微視的にみると、遺伝情報を担ってい

る生体分子のＤＮＡの形もらせんである。 
生体分子の構造として、タンパク質中に見られる２

次構造のα-ヘリックスは、そのほとんどが右巻きら

せん構造になっている。これは、L-α-アミノ酸がα

位に不斉中心を持っているため、この不斉炭素によ

り右巻きに制御されるのである。すなわち、左巻き

にするとカルボニル基と側鎖の立体障害が生じるた

め不利であり右巻きとなるのである。ところで、L-
α-アミノ酸の中でスレオニンとイソロイシンには

側鎖上にも不斉中心が存在するが、この側鎖上の不
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斉中心が２次構造に影響を与えているかはほとんど

研究がなされていなかった。 
我々はα位炭素が不斉中心でなく側鎖上にのみ不斉

中心を有する環状ジ置換アミノ酸を設計・合成し、

そのペプチドの２次構造を解析した。その結果、こ

の人工ペプチドはペプチド主鎖上には不斉中心がな

くても、ヘリックス構造の側面にある不斉中心のみ

により左巻きに制御されることが分かった。すなわ

ち、アミノ酸側鎖上の不斉中心もそのペプチドのヘ

リックス２次構造の巻き方に影響を与えているわけ

である。 
我々が設計した環状アミノ酸は、含有ペプチドがら

せん２次構造をとるという特徴を有していたので、

現在、助成頂いた研究奨励金を使って、このらせん

分子を不斉合成反応に利用できないか、また、この

配座自由度制限アミノ酸を医薬品開発でのリード化

合物の探索に用いることはできないかなどを試行錯

誤している。まだゴールは見えないが、らせん分子

のように回りながら最終的には目標に到達できるよ

うに頑張っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究室の仲間と博多湾にあるノコノ島にて。著者：前列左

端(2007 年春)。 
 

 
 
 

 
霊長類の大脳皮質領野特異的発現遺伝子の 

研究について 
自然科学研究機構 

基礎生物学研究所脳生物学部門 
山森哲雄             

yamamori@nibb.ac.jp 
 

 今回、ノバルテイス科学振興財団から助成金をいた

だき大変有り難く思っています。私が、この仕事を

本格的に始めた 10 年以上前には、少なくともげっ

歯類に於いては、領野特異的に発現する遺伝子は無

いということになっていました。そこで、私は、領

野の非常に良く発達した霊長類では、また事情が異

なるかもしれないと考えて、マカカ属の代表的領野

間で差のある遺伝子を探しました。先ず、

Differential Display 法を用いて、霊長類の大脳皮質

の領野特異的に発現する遺伝子の徹底的な探索を行

い、2001 年に運動野と視覚野に特異的に発現する遺

伝子を報告し、2005 年には、連合野特異的に発現す

る遺伝子を報告しました。2006 年には、視覚野特異

的発現が霊長類にのみ見られ、他の代表的哺乳類（フ

ェレット、ウサギ、マウス）には見られないことを

報告しました。現在、更に、RLCS(restriction 
landmark cDNA scanning)法を用いて、網羅的な探

索を行い、霊長類の領野間で顕著な差を示す発現遺

伝子の詳細な解析を行っているところです。ブロー

ドマンのヒトの領野地図が発表されてから、今年で

ちょうど 100 年になりますが、最近、Garey 教授に

よる英訳本がでて、私たちも改めてブロードマンの

著作 (Localization in the Cerebral Cortex) を読む

ことができるようになりました。ブロードマンは、

この著作で、哺乳類大脳皮質の中で保存されている

もの（層）と変化しているもの（領野）を明らかに

し、大脳皮質の機能と構造の理解に先駆的な洞察を

与えています。しかし、100 年経った今なお、我々

は、大脳皮質の機能と構造の本質的理解に至ってい

るとは、到底言えません。本研究がそうした理解に

少しでも貢献できることを期待して研究を行ってい

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
今年、研究所内の桜が満開の折、研究室の集合写真を撮っ

たものです。 
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奨励金贈呈決定通知と採用決定通知 
 

名古屋市立大学大学院 
医学研究科再生医学分野 

澤本和延 
sawamoto@med.nagoya-cu.ac.jp 

 
ノバルティス科学振興財団より研究奨励金の贈呈対

象者に決定したという通知をいただいた時、私は慶

應義塾大学医学部内の寄附講座で任期終了が近づい

た助教授として勤務していました。焦って新しい職

を探している最中だったのですが、ほぼ同時期に幸

運にも名古屋市立大学から採用の通知が届きました。

慶應義塾大学では専用の研究室がなかったので、狭

い空間の中にどうやって研究機材を配置し、実験場

所を確保するかということに常に頭を悩ませていま

した。名古屋市大では、分子医学研究所の三階のフ

ロアほぼ全域を提供していただきました。空っぽの

体育館のような空間を与えられ、全て自由に使って

良いという状況に少々戸惑いを感じました。大学院

時代から通算８カ所の研究室を渡り歩いて参りまし

たので、引っ越しして環境が変わることには慣れて

いましたが、今回の引っ越しは今までとは異なるも

のでした。自分の責任で好きなように研究室をデザ

インするのは、責任は重いけれどとても楽しい仕事

です。慶應義塾大学から名古屋へ一緒に来てくれた

仲間とともに、研究室開設に必要な設備や試薬のリ

ストを作成し、図面をみながら配置を決めて少しず

つ研究室を整備していきました。そして、研究には

資金が必要だということを改めて認識しました。こ

のような素晴らしいタイミングで我々に研究室開設

資金をご提供下さったノバルティス科学振興財団に

心より御礼申し上げます。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

前所属の慶應義塾大学医学部ブリヂストン神経発生・再生

学寄附講座開設時（２００５年）のメンバー（中央が筆者） 

 

陸上植物の RNA 編集とゲノム 
 

名古屋大学遺伝子実験施設 
遺伝子解析分野 

小保方潤一 
obokata@gene.nagoya-u.ac.jp 

 
 植物の葉緑体やミトコンドリアには、核とは異な

る小さなゲノムがあります。このゲノムの不思議な

点は、DNAの塩基配列がRNAに転写された後、せ

っかくの塩基が変化を起こして配列が変わってしま

うことです。RNA鎖の上の特定のC塩基だけがU塩

基に変えられるので、C-to-U RNA編集ともよばれ

ます。自然界の中ではまさに重箱の隅のようなどう

でもいい現象に思えますが、このRNA編集がうまく

いかなくなると、植物は光合成や呼吸が出来なくな

り、作物も生育できなくなります。私たちを含めた

地上の動物たちは、実はこのRNA編集に大いに恩義

があるわけです。 
 このRNA編集の意味を調べていくと、実は、葉緑

体やミトコンドリアのゲノムDNAに生じた突然変

異を、転写してからRNA鎖のうえで修復しているこ

とが分かります。これは不思議な話です。というの

は、何故、DNAを直接修復しないのでしょうか？ 

さらに不思議なことに、RNA鎖上の修復部位(編集

部位)を捜し出すために、植物は個々の部位に対応し

た膨大な数の配列特異的RNA結合蛋白質を用意し

ています。ということは、その目的のために、膨大

な数の遺伝子群が核ゲノムの上に新たに作り出され

た、ということです。なんだか、葉緑体やミトコン

ドリアのゲノムに生じた些細な変異を見逃したばか

りに、植物はとんでもない代償を払っているように

見えます。しかし、本当にそうなのでしょうか？  
 私たちの研究の目標は、この一見、無駄と矛盾に

満ちた葉緑体RNA編集の「本当の存在意味」を、快

刀乱麻を断つごとく、明快な論理で解き明かしたい、

ということです。本当に無駄と矛盾だらけだったら、

そんなものが自然選択を経て残っているわけはない

だろう、というわけです。RNA編集は、植物ゲノム

の動態と進化を理解するための重要な鍵だと信じて

います。 
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研究室のメンバーとお茶の会（右から6番目が筆者） 

 
 
 
 

新しい出会いを夢見て 
 

大阪大学微生物病研究所 
熊ノ郷 淳 

kumanogo@ragtime.biken.osaka-u.ac.jp 
 

このたびノバルティス科学振興財団の２００６年度研究奨

励金に採択され，大変感謝しております。昨年６月に大

阪大学微生物病研究所・感染病態分野の教授に就任

して丁度１年、どうにかこうにか新しい研究室のセットアッ

プも完了したところです。 

現在私は「セマフォリン」と呼ばれる分子群を一つの

「窓」に免疫応答機構の解析を行っています。今から 10

年ほど前、微生物病研究所に移りました折に、免疫応答

に必須の CD40 という分子の刺激で誘導されてくる遺

伝子を取ろうとsubtraction法という実験を行いました。

その際に取れてきた 100 個以上の遺伝子のリストの中

に CD100 というセマフォリン分子の名前がポツンと有る

のに目が留まり、「確かセマフォリンは神経を導くガイダ

ンス分子。どうして免疫系で？」と素朴な好奇心を抱い

たのがこの分子群にかかわるきっかけになりました。その

後 CD100 の免疫活性やその機能を担う受容体を同定

するとともに、その機能解析のため CD100 欠損マウス

を作製しました。すると CD100 欠損マウスは「セマフォ

リン欠損マウス」でありながら、神経系ではなんら異常が

ないにも関らず、免疫機能の異常を呈したことから、免

疫系で必須の役割を果たすセマフォリンの存在を初め

て報告することができました。この時の CD100 というセ

マフォリンの解析がきっかけになりましたが、その後免疫

系で機能する Sema4A, Sema6D, Sema7A などの

（CD100 以外の）セマフォリン（「免疫セマフォリン分子

群」）が続々と見つかりました。 

今回採択された研究テーマがきっかけとなり、また新

しい場所で、新しい出会い（研究テーマ）を夢見て、頑

張ってまいりたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

新しい研究室にて 

 
 
 
 

静岡でも、薬学でも、天然物合成 
 

静岡県立大学 薬学部 
薬品製造化学教室 

菅 敏幸 
kant@u-shizuoka-ken.ac.jp 

 
 静岡に来まして３度目の夏を迎えました。梅雨の

湿度と暑さには慣れませんが、薬学には馴染んでき

たと勝手に思っています。 
 私は北海道の釧路市で生まれ、函館ラサール高校

を経て、北海道大学に入学し理学博士号の取得まで

札幌にいた生粋の北海道人です。理学部の大学院で

は「グラヤノトキシン」というツツジ科の植物に含

まれる「毒」を全合成し、博士号を取得しました。

その後、京都と大阪の中間にある山崎のサントリー

生物有機科学研究所で研究員を、さらに東京大学薬

学部で助手と助教授を経てこちらに参りました。各

地を転々としてきましたが、「生理活性天然有機化合

物の全合成」という、非常に魅力的な研究テーマを

一貫して続けられる幸運にも恵まれています。 
 東大薬学部に在籍時に「薬学部の教員はいいな〜」

と思う経験をしました。ある日、精神科医の経験も

ある同僚の教授にある化合物の合成を頼まれました。

その化合物は、アルツハイマー病の新薬として期待

されていたのですが副作用が強く断念されていまし

た。幸いなことに、私が天然物合成のために開発し

た手段がお役に立ち、合成することができました。

さらに、この合成化合物が鍵となりアルツハイマー
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病の発病の謎を少し解明できるという望外のうれし

い経験もできました。このようにいろいろな分野が

協力しあう創薬研究の魅力にとりつかれて、薬学で

教員を続けています。現在、静岡県立大学薬学部の

薬品製造化学教室で明るく元気な２０名以上の学生

たちと毎日を過ごしています。お茶どころの当地で

もカテキンなどのポリフェノールの合成を開始して、

静岡の特色を活かした面白い研究が始まっています。 
ホームページ: 

http://w3pharm.u-shizuoka-ken.ac.jp/~yakuzo/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
用宗海岸でバーベキュウをしたときの、研究室の集合写真 

 
 
 
 

青葉山にて 
 

東北大学 
大学院生命科学研究科 

牟田達史 
tmuta@biology.tohoku.ac.jp 

 
昨年、東北大学に新しい研究室を開かせていただ

きました。長年住み慣れた九州を離れ、移り住むこ

とになった仙台は、街中に緑があふれ、杜の都と呼

ばれるのに相応しい美しい街です。私の所属する大

学院生命科学研究科は仙台市内の東北大学の４つの

キャンパスにまたがって点在していますが、理学部

生物学科を兼担する私達の研究室は、青葉山キャン

パスという、街中より隔離された、文字どおり山の

上にあります。冬季には凍結の恐れのある曲がりく

ねった坂道を登り、毎日出勤するのは不便ではあり

ますが、夜、疲れた頭を冷やそうと、建物の外へ出

ると、凛と冴え渡った空気と鮮やかな星空が堪能で

きます。 
これまで共に研究を進めてきたスタッフや学生達

に別れを告げ、昨年 4 月に一人で訪れた研究室は、

まさに何もない状態で、大きな不安も感じましたが、

東北大学及び前任地である九州大学の方々のご協力

のもと、最低限の設備を揃え、若い学生諸君を迎え

ることができました。まだまだ若く、経験も実績も

ない彼らですが、そのひた向きな情熱を目の当たり

にしていると、将来、何かを成し遂げてくれるので

はないかという期待をもたせてくれます。彼らが現

在、我々の研究室の唯一の財産です。 
「激しく学び、激しく遊ぶ」をモットーとする我々

の研究室では、今年の冬、蔵王にスキー合宿に行き

ました。写真は、皆で蔵王山頂にあるという蔵王地

蔵尊を訪れた際のものです。樹氷に囲まれ、一面銀

世界の山頂付近から、下界を見下ろす風景は格別で

したが、山はあくまで高く、近くには本当の山頂が

そびえたっていました。いつか必ず、彼らと一緒に

そこまで行ってやろうと思っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
冬の蔵王地蔵尊にて、研究室メンバーと共に。（右端が

筆者。） 
 

 
 

 

言うまいと思えど・・・ 

 

京都大学 放射線生物研究センター 

晩発効果研究部門 教授 

（前広島大学 原爆放射線医科学研究所 

ゲノム障害病理研究部門 教授） 

高田 穣 

mtakata@house.rbc.kyoto-u.ac.jp 

 

昨年（２００６年）の７月末に６年間勤務した倉敷

の川崎医大をはなれ、広島大の原医研に移動したば

かりでしたが、この２００７年の７月末、さらに京

都大学の放射線生物研究センターに移動しました。
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今回は、７年前まで勤務していた同じキャンパスへ

の真夏真っ盛りの移動です。京都は暑い暑いと言わ

れますが、ひさしぶりの京都は本当に暑いのかどう

か。今日たまたま帰った妻と娘の住む神戸の六甲ア

イランドに比べると、むんとした熱気を感じます。

そこでウェブで調べてみました。 

気象庁のホームページに日本各地の気象データがあ

りました。昨年の６〜９月の京都と広島の平均気温

を比べるとそれほど違いがありません。平均湿度も

むしろ京都の方が低い。しかし、最高気温は１．５

度から２度近く京都の方が高く記録されています。

もう一つの違いは、広島はこの夏の時期、平均風速

が毎秒３メートルを下ることがありませんが、京都

は８月の毎秒２．１メートルが最高で風があまり吹

いていない。 

東京のデータと比べてみると、もう一つ発見があり

ました。東京の夏の平均気温、最高気温は、京都よ

り１〜２度低いのです。冬のデータでは、東京の方

が平均気温で１度以上は暖かいのに。京都観光経験

のある東京人は数多いでしょうから、京都は、暑く

て寒いところだという評判がたっても無理はないの

かもしれません。 

この傾向が毎年のことなのかどうか、これ以上検索

する熱意がないので見ておりませんが、たぶんそう

なのでしょう。暑さ寒さに負けず、この地でがんば

って研究成果をあげたいものだと思っています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

昨年７月の川崎医大の研究室の解散パーティ。ス

タッフ、学生、テクニシャン、秘書、友人の方々

とともに。前列で腕組みをしているのが筆者。
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第 20 期（2006 年度）助成事業報告 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2006 年度研究奨励金贈呈者 

 

（受付順・敬称略、所属職位は申請時を示す） 

氏名 大学名 学部 役職 研究テーマ 

斎藤
サイトウ

 博幸
ヒロユキ

 神戸薬科大学 
薬品物理化

学研究室 
教授 

アルツハイマー病危険因子アポ Eの構

造異常と脳内コレステロール代謝異常

橋本
ハシモト

 隆
タカシ

  

奈良先端科学

技術大学院大

学 

バイオサイ

エンス研究

科植物遺伝

子機能学講

座 

教授 植物における左右性形成の分子基盤 

西野
ニシノ

 邦彦
クニヒコ

 大阪大学 

産業科学研

究所 医療

基盤研究グ

ループ 

特任助

手 

細菌ゲノム生存戦略解析による新しい

薬剤耐性機構の解明 

山下
ヤマシタ

 潤
ジュン

 京都大学 

再生医科学

研究所 幹

細胞分化制

御研究領域 

助教授
心筋分化過程におけるマイクロ RNA 機

能の網羅的解析 

中崎
ナカザキ

 敦夫
アツオ

 東京理科大学 

薬学部 薬

品合成化学

教室 

助手 
Claisen 転位を基盤とするオキシイン

ドール類の効率的合成法の開発 

村上
ムラカミ

 誠
マコト

 

財団法人東京

都医学研究機

構 東京都臨

床医学総合研

究所 

細胞膜情報

伝達プロジ

ェクト 

プロジ

ェクト

リーダ

ー（副

参事研

究員）

遺伝子改変マウスを用いた細胞外リン

脂質分解酵素Ⅲ型ホスホリパーゼA2の

生体内機能の解析 

当財団は、1987 年 9 月 3 日に文部大臣より設立の許可を受けた後、寄附行為に定められ

た諸事業を実施してきました。2006 年度は、以下に示すノバルティス研究奨励金、研究

集会助成金、総額 4840 万円の研究助成を行いました。 
 
   ノバルティス研究奨励金   46 件（１件 100 万円）   46,000,000 円 
   研究集会助成         6 件（１件  40 万円）       2,400,000 円 
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熊
クマノ

ノ郷
ゴウ

 淳
アツシ

 大阪大学 

微生物病研

究所・感染病

態分野 

教授 
Th17細胞分化制御におけるCD100の役

割の解明 

永
ナガ

次
ツギ

 史
フミ

 東北大学 

多元物質科

学研究所 

分子機能制

御分野       

教授 
細胞内遺伝子発現制御を目指した新規

人工機能性核酸の開発 

梅田
ウメダ

 真郷
マサト

 京都大学 

化学研究所 

複合基盤化

学研究系 

超分子生物

学研究領域 

教授 
生物温度センサーシステムの同定とそ

の生理機能の解明 

佐藤
サトウ

 元彦
モトヒコ

 横浜市立大学 

大学院医学

研究科循環

制御医学 

準教授

虚血誘導性 G 蛋白活性制御因子

(Activator of G-protein Signaling 8)

による細胞機能調節に関する研究 

昆
コン

 泰寛
ヤスヒロ

 北海道大学 

大学院獣医

学研究科比

較形態機能

学講座解剖

学教室 

教授 
精巣内卵細胞の解析から展開する新し

い生殖生物学 

小守
コモリ

 壽
トシ

文
ヒサ

 長崎大学 

大学院医歯

薬学総合研

究科 生命医

科学講座 細

胞生物学分

野 

教授 
糖鎖形成異常マウスを用いた、糖鎖の

軟骨形成における役割の解明 

中村
ナカムラ

 太郎
タロウ

 大阪市立大学 

大学院理学

研究科細胞

機能学研究

室 

講師 
減数分裂特異的エンドサイトーシスの

分子メカニズム 

菅
カン

 敏幸
トシユキ

 静岡県立大学 

薬学部薬学

科医薬品合

成化学分野 

教授 ヘテロ元素含有多環式天然物の合成 

今元
イマモト

 泰
ヤスシ

 

奈良先端科学

技術大学院大

学 

物質創成科

学研究科エ

ネルギー変

換科学講座 

助教授

細胞内濃度における自己会合を考慮し

た G 蛋白質共役型受容体の脱感作機構

の解明 

田中
タナカ

 克典
カツノリ

 関西学院大学 
理工学部生

命科学科 
助教授

植物におけるユビキチン類似タンパク

質 SUMO 翻訳後修飾の機能解明 
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齊藤
サイトウ

 玉緒
タマオ

 北海道大学 

大学院理学

研究院 生

命理学部門 

生命機能科

学分野 

助手 
細胞性粘菌の新規ハイブリッド型ポリ

ケタイド合成酵素の分子生物学的解析

小保方
オボカタ

 潤一
ジュンイチ

 名古屋大学 

遺伝子実験

施設 遺伝

子解析分野 

助教授
陸上植物のオルガネラに特有な

C-to-U RNA 編集の分子機構の解明 

大島
オオシマ

 靖
ヤス

美
ミ

 崇城大学 

生物生命学

部応用生命

科学科 

教授 
線虫における個体の大きさの制御機構

の解析 

渡部
ワタナベ

 則彦
ノリヒコ

 京都大学 

大学院医学

研究科 消

化器内科学

講座 

助手 
ヘリコバクター感染における宿主免疫

応答機構の役割 

山森
ヤマモリ

 哲雄
テツオ

 

自然科学研究

機構  基礎

生物学研究所 

脳生物学研

究部門 
教授 

霊長類大脳皮質領野特異的発現遺伝子

の機能解析 

谷口
タニグチ

 雅彦
マサヒコ

 札幌医科大学 

医学部附属

がん研究所

生化学部門 

助教授
神経回路形成におけるセマフォリンの

機能解析 

牟田
ムタ

 達史
タツシ

 東北大学 

大学院生命

科学研究科

細胞認識応

答分野 

教授 
誘導型転写制御因子による炎症応答制

御機構 

中野
ナカノ

 裕康
ヒロヤス

 順天堂大学 
医学部免疫

学 
講師 

NF-κB による細胞死抑制のメカニズ

ム 

寺内
テラウチ

 康夫
ヤスオ

 横浜市立大学 

大学院医学

研究科 分

子内分泌・糖

尿病内科学 

教授 
非アルコール性脂肪肝炎（ＮＡＳＨ）

発症・進展の分子メカニズムの解明 

濱野
ハマノ

 吉
ヨシ

十
ミツ

 福井県立大学 

生物資源学

部生物資源

学科  

助手 

強毒性抗生物質ストレプトスリシンの

毒性緩和を可能にする新規抗生物質修

飾酵素を利用した創薬研究 

松浦
マツウラ

 彰
アキラ

 千葉大学 

理学部生物

学科分子細

胞生物学講

座 

教授 

カロリー制限による寿命制御経路の解

明およびその過程を模倣する薬剤の開

発 
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片岡
カタオカ

 孝夫
タカオ

 東京工業大学 

バイオ研究

基盤支援総

合センター

生物実験分

野 

助教授
Bcl-rambo によるミトコンドリア依存

性アポトーシスの制御機構の解明 

中嶋
ナカジマ

 弘一
コウイチ

 大阪市立大学 

大学院医学

研究科免疫

制御学 

教授 

細胞質 E3 ユビキチリンリガーゼ UBR1

による転写因子群の制御と疾患への関

わり 

真鍋
マナベ

 俊也
トシヤ

 東京大学 

医科学研究

所 基礎医科

学部門 神経

ネットワー

ク分野 

教授 
情動による学習能力の修飾の分子機構

の解明 

中島
ナカジマ

 秀明
ヒデアキ

 東京大学 

医科学研究

所 研究拠

点形成 

特任助

教授 

血球系転写因子による白血病幹細胞の

自己複製能制御メカニズムの解明とそ

の臨床応用 

冨田
トミダ

 章弘
アキヒロ

 
財団法人癌研

究会 

癌化学療法

センター ゲ

ノム研究部 

部長 
小胞体ストレス応答の新規制御蛋白の

同定とその機能解析 

高田
タカタ

 穣
ミノル

 広島大学 

原爆放射線

医科学研究

所 ゲノム

障害制御研

究部門 ゲ

ノム障害病

理研究分野 

教授 
FancD2 蛋白質のモノユビキチン化に

よる DNA 修復制御メカニズム 

大村
オオムラ

 智
トシ

通
ミチ

 京都大学 

大学院工学

研究科 合

成・生物化学

専攻有機設

計学分野 

助手 
効率的な生理活性物質合成のための含

ホウ素キラル反応剤の創製 

田中
タナカ

 正
マサカズ

一 九州大学 

大学院 薬学

研究院 薬物

分子設計 

助教授

ヘリックス表面に複数の不斉中心を有

するナノ・フォールドマーの設計とそ

のキラル分子認識への利用 

吉村
ヨシムラ

 昭彦
アキヒコ

 九州大学 

生体防御医

学研究所 

免疫制御学

分野 

教授 
サイトカインによる免疫寛容維持の分

子機構の解明 

西村
ニシムラ

 理
リ

行
コウ

 大阪大学 

大学院歯学

研究科生化

学教室 

助教授

間葉系幹細胞の分化プログラムの制御

における転写因子 Osterix の役割の解

明 
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澤本
サワモト

 和延
カズノブ

 慶應義塾大学 

医学部 ブリ

ヂストン神

経発生・再生

学寄附講座 

助教授

嗅球へのニューロブラストの移動にお

ける Slit の機能の解明 

     

安井
ヤスイ

 正人
マサト

 慶應義塾大学 
医学部薬理

学教室 
教授 脳におけるアクアポリンの役割 

中川
ナカガワ

 嘉
ヨシミ

 筑波大学 

大学院人間

総合科学研

究科 代謝

内分泌・糖尿

病内科 

講師 
生活習慣病改善因子 TFE3 による脂質

代謝異常の改善プログラムの構築 

村田
ムラタ

 芳行
ヨシユキ

 岡山大学 

大学院自然

科学研究科

バイオサイ

エンス専攻

生物機能化

学講座生体

情報化学 

助教授

気孔閉口における孔辺細胞のジャスモ

ン酸シグナリングとアブシジン酸シグ

ナリング 

古川
フルカワ

 哲史
テツシ

 
東京医科歯科

大学 

難治疾患研

究所生体情

報薬理分野 

教授 
創薬シーズとしてのハーブに含まれる

選択的エストロゲン受容体修飾因子 

深見
フカミ

 真紀
マキ

 

国立成育医療

センター研究

所 

小児思春期

発育研究部 
研究員

新規性分化遺伝子 CXorf6 変異による

外性器異常発症機序の解明 

真崎
マザキ

 雄一
ユウイチ

 

大阪バイオサ

イエンス研究

所 

分子生物学

部門 
研究員

細胞運動時における極性形成機構の解

明 

鈴木
スズキ

 淳史
アツシ

 
独立行政法人

理化学研究所 

発生・再生科

学総合研究

センター 

臓器再生研

究ユニット 

研究員

食道幹/前駆細胞の分化・増殖過程にお

ける遺伝子発現プロファイリングと食

道癌由来細胞の遺伝子発現プロファイ

リング、およびそれらの比較研究 

牧野
マキノ

 伸司
シンジ

 慶應義塾大学 
医学部 再

生医学教室 
助手 

ゼブラフィッシュ遺伝学を用いた心臓

再生の研究 
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2007 年度研究集会助成金贈呈者 

 
 
 
 
 
 

2007 年度（第 21 回）  

研究集会助成金贈呈対象集会 

 

 （贈呈金額 ： 1 件 40 万円）

 （受付順、敬称略、所属・職位は申請時を示す）

研   究   集   会   名 
開催期日    

（開催地） 
助   成   先   代   表   者 

第 13 回 国際ヒトレトロウイ

ルス HTLV 会議 

2007/5/21～

5/25      

(神奈川県） 

東京大学大学院      

新領域創成科学研究科  

教授 

渡邊 俊樹 

国際植物ミトコンドリア科学

会議 

2007/6/25～

6/29      

(奈良県） 

独立行政法人農業生物資

源研究所 副研究主幹  

筑波大学大学院   

生命環境科学研究科 

教授 

半田 裕一 

第５回飼料作物および芝草の

分子育種に関する国際シンポ

ジウム 

2007/7/1～7/6

（札幌市） 

北海道大学        

北方生物圏フィールド科

学センター    

 教授 

山田 敏彦 

日本分子生物学会２００７年

春季シンポジウム 

2007/4/23～

4/24      

（兵庫県） 

徳島大学ゲノム 

機能研究センター  

分子機能解析分野   

教授 

塩見 春彦 

第 5 回国際受容体・シグナリ

ング・薬物作用シンポジウム

ー生体機能、疾患および創薬

における受容体の役割ー 

2007/5/10～ 

5/1  1     

（静岡県） 

静岡県立大学 

薬学部医療薬学大講座 

薬物動態学分野   

教授 

山田 静雄 

国際静脈学会 アジア部会 

2007/6/18～

6/20      

（京都府） 

東京医科大学    

第二外科学講座   

主任教授 

重松  宏 

 
 

この事業は、生物・生命科学及びそれに関する化学の領域において、我が国で開催される国際

性豊な研究集会に対し、運営経費の一部を助成することを目的としています 
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  第 20 期（2006 年度）財務報告 
 

貸 借 対 照 表 

2007 年 3 月 31 日現在         （単位:円） 

科  目 金     額 

【資産の部】       

  流動資産       

    現     金      預     金 3,527,658     

    有     価      証     券 56,794,416     

    未     収      収     益 20,012,507     

    未   収    入   金 19,025     

  前   払   費   用 405,314     

        流動資産合計   80,758,920   

  固定資産       

    基本財産       

      基 本 財 産  有 価 証 券 1,100,000,000     

        基本財産合計 1,100,000,000     

    特定資産       

   特 定 資 産 有 価 証 券 9,110,803     

        特定資産合計 9,110,803     

    その他の固定資産       

      電   話   加    入    権 76,440     

        その他の固定資産合計 76,440     

        固定資産合計   1,109,187,243   

        資産合計     1,189,946,163 

【負債の部】       

  流動負債       

    未         払         金 46,040,028     

    預         り         金 50,000     

        流動負債合計   46,090,028   

        負債合計     46,090,028 

【正味財産の部】       

    指定正味財産 1,000,000,000     

  一般正味財産 143,856,135     

    正味財産合計   1,143,856,135   

        負債及び正味財産合計     1,189,946,163 
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収 支 計 算 書 

2006 年 4 月 1 日 から 2007 年 3 月 31 日 

   (単位:円）

科    目 予 算 額 決 算 額 差  異 

Ⅰ 事業活動収支の部       

 1．事業活動収入       

   基 本 財 産  運 用 収 入 38,485,951 49,862,320 △ 11,376,369

   特 定 資 産  運 用 収 入 0 3,184 △ 3,184

   寄   付   金    収    入 40,000,000 40,000,000 0

  雑   収   入 300,000 289,285 10,715

      事業活動収入合計 78,785,951 90,154,789 △ 11,368,838

 2. 事 業 活 動 支 出     0

  事    業     費 53,800,000 54,314,233 △ 514,233

    研   究   奨    励    金 45,000,000 46,000,000 △ 1,000,000

    研 究 集  会  助  成  金 2,400,000 2,400,000 0

    財  団  年   報   発  行 1,200,000 1,044,225 155,775

    選     考     費  用 4,900,000 4,670,120 229,880

  そ の 他 事 業 費 300,000 199,888 100,112

 管   理   費 14,740,000 14,104,162 635,838

  人   件  費 支 出 3,200,000 3,200,000 0

    会      議    費 支 出 1,000,000 836,399 163,601

    旅  費  交  通  費 支出 2,000,000 2,456,070 △ 456,070

    賃    借    料  支 出 4,260,000 4,141,312 118,688

    通    信   費 他 支 出 4,280,000 3,470,381 809,619

 事業活動支出計 68,540,000 68,418,395 121,605

 事業活動収支差額 10,245,951 21,736,394 △ 11,490,443

Ⅱ 投資活動収支の部       

 1．投資活動収入 0 12,216 △ 12,216

 2．投資活動支出 0 9,123,019 △ 9,123,019

   投資活動収支差額 0 △ 9,110,803 9,110,803

 Ⅲ予 備  費 支出 200,000 0 200,000

   当期収支差額 10,045,951 12,625,591 △ 2,579,640

      前期繰越収支差額 22,043,301 22,043,301 0

      次期繰越収支差額 32,089,252 34,668,892 △ 2,579,640
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財団人事消息 
    当財団の下記の理事及び選考委員の先生方が退任されました。ここに 
    各先生方が今日まで当財団の発展のために示されたご指導、ご尽力に対して 
    深く感謝申し上げますとともに、先生がたの今後のますますのご発展とご活躍 
    をお祈り申し上げます。 
 
 
◇ 退任理事 

岡田 節人副理事    京都大学名誉教授  
   菅野 晴夫 理事    癌研研究会 顧問 
 

 
 
◇退任選考委員 
  新井 洋由 委員  東京大学大学院薬学系研究科教授 
  倉林 正彦 委員  群馬大学大学院医学系研究科教授 
  小安 重夫 委員  慶應義塾大学医学部教授 
   中野 明彦 委員  東京大学大学院理学系研究科教授 
  野田 哲生 委員  財団法人癌研究会 癌研究所 所長 
  松岡 雅雄 委員  京都大学ウイルス研究所付属エイズ研究施設教授 
   松木 則夫 委員  東京大学大学院薬学系研究科教授 
 
 
   新しく選考委員になれましたのは、下記の先生方です。 
 
 
◇新任選考委員 

福永 浩司 委員  東北大学大学院薬学研究科 教授     
中山 俊憲 委員  千葉大学大学院医学研究院 教授     
齋藤 能彦 委員  奈良県立医科大第一内科 教授       
西村いくこ 委員  京都大学大学院理学研究科 教授     
石川 冬木 委員  京都大学大学院生命科学研究科 教授   
梅田 真郷 委員  京都大学化学研究所           

超分子生物学研究領域 教授 
満屋 裕明 委員  熊本大学大学院医学薬学研究部 教授       

 

◇名誉理事 
  長年財団の発展に尽力を尽くされた、岡田節人先生に名誉理事の称号が贈られました。 
    
 岡田 節人  京都大学名誉教授  
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役  員  名  簿 

理 事 会 
2007 年 7 月 15 日現在 (順不同、敬称略) 

職 名 氏 名 現    職 就任年月日 
理 事 長 

 

  金子 章道 

 

畿央大学大学院健康科学研究科長･教授 

慶應義塾大学名誉教授 

2003 年 6 月 10 日 

 

理   事 

 

  浅野  茂隆 

 

早稲田大学理工学術院教授 

東京大学名誉教授 

1999 年 6 月 4 日 

 

 
 石川 裕子 ノバルティス ファーマ（株） 

常務取締役 人事・コミュニケーション本部長 

2004 年 6 月 7 日 

 
 出雲 正剛 Vice President & Global Head of Cardiovascular 

Research Novartis Institutes for BioMedical Research 
2004 年 6 月 7 日 

 
  大島 泰郎 

 

共和化工株式会社環境微生物学研究所長 

東京工業大学名誉教授 

1997 年 6 月 8 日 

 

 

  黒川  清 

 

政策研究大学院大学 教授 

東京大学名誉教授 

 

1999 年 6 月 4 日 

 

 
  園田  孝夫 

 

大阪府立急性期・総合医療センター名誉院長 

大阪大学名誉教授 

1999 年 6 月 4 日 

 

 
  馬場 宣行 

 

ノバルティス ファーマ（株） 

特別顧問 

2006 年 6 月 5 日 

 

 

  眞崎  知生  

 

東京女子医科大学国際統合科学インスティーテ

ュート 特任教授 

筑波大学名誉教授、京都大学名誉教授 

1999 年 6 月 4 日 

 

 
  ﾏｯｸｽ・ﾌﾞﾙｶﾞｰ   

 

ノバルティス サイエンスボード議長 

バーゼル大学教授 

1987 年 9 月 16 日 

 
 眞弓 忠範 神戸学院大学薬学研究科教授 

大阪大学名誉教授 

2004 年 6 月 7 日 

 
 村崎 光邦 

 

ＣＮＳ薬理研究所長 

北里大学名誉教授 

2001 年 6 月 1 日 

 
 森 美和子 北海道医療大学客員教授 

北海道大学名誉教授 

2005 年 6 月 13 日 

監  事 

 

  中嶋 徳三 中嶋徳三公認会計士事務所 

公認会計士 

2006 年 6 月 5 日 

 

 
  松本  秀三郎 

 

ノバルティス ファーマ（株） 

常勤監査役 

1998 年 2 月 10 日 
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評  議  員    
                                                      

                         2007 年 7 月 15 日現在 (順不同、敬称略) 

職 名 氏 名 現    職 就任年月日 
評議員会議

長 

  黒岩 常祥 立教大学極限生命情報研究センター長 

理学研究科特任教授 

東京大学名誉教授 

2002 年 2 月 7 日 

評  議  員   赤池  紀扶 

 

熊本保健科学大学ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科教授 

銀杏学園理事・副学長 

九州大学名誉教授 

1999 年 6 月 4 日 

 

  赤沼 安夫 (財)朝日生命成人病研究所名誉所長 2001 年 6 月 1 日 

 

 

  浅島   誠 

 

東京大学理事・副学長 

 

1999 年 6 月 4 日 

 

 
  遠藤  政夫 

 

山形大学理事・副学長 

 

1997 年 6 月 8 日 

 
 小川 聡 

 

慶應義塾大学医学部教授 

慶応義塾病院副院長 

2001 年 6 月 1 日 

 
  川嵜  敏祐 

 

立命館大学糖鎖工学研究センター長 

京都大学名誉教授 

1999 年 6 月 4 日 

  川島 博行 新潟大学大学院医歯学総合研究科教授 2001 年 6 月 1 日 

 
  北    徹 

 

京都大学 病院・施設・国際交流担当 

理事・副学長 

1999 年 6 月 4 日 

 

 
 後藤 勝年 JST サテライト茨城センター長 2001 年 6 月 1 日 

 
 榊  佳之 理化学研究所 ゲノム科学総合研究 

センター長・教授  東京大学名誉教授 

2001 年 6 月 1 日 

 
 柴崎 正勝 東京大学大学院薬学系研究科教授 2005 年 6 月 13 日 

 
  冨永   健 

 

昭和大学附属豊洲病院 

外科客員教授 

1998 年 6 月 5 日 

 

 
  中西  重忠 

 

（財）大阪バイオサイエンス研究所所長 

京都大学名誉教授 

1999 年 6 月 4 日 

 

 
 長田 敏行 法政大学教授 

東京大学名誉理事 

2005 年 6 月 13 日 

 
 西川 武二 慶應義塾大学名誉教授 

日本ワックスマン財団常務理事 

2001 年 6 月 1 日 

 
  西宗  義武 

 

大阪大学微生物病研究所特任教授 

 

1999 年 6 月 4 日 

 

 
  水野  美邦 

 

順天堂大学医学部教授 

 

1999 年 6 月 4 日 
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選  考  委  員   
           

2007 年 7 月 15 日現在 (順不同、敬称略) 

職 名 氏 名 現    職 就任年月日 
選考委員長 須田 年生 

   

慶應義塾大学医学部教授 2004 年 6 月 7 日 

選考委員  飯野 正光 東京大学大学院医学系研究科教授 2005 年 6 月 13 日

 石川 冬木 京都大学大学院生命科学研究科教授 2007 年 6 月 4 日 

 梅田 真郷 京都大学化学研究所教授 2007 年 6 月 4 日 

 

 

 大和田智彦 東京大学大学院薬学系研究科教授 2005 年 6 月 13 日

  岡田 清孝 自然科学研究機構基礎生物学研究所所長 2005 年 6 月 13 日

 岡野 栄之 慶應義塾大学医学部教授 2004 年 6 月 7 日 

 門脇  孝 東京大学大学院医学系研究科教授 2004 年 6 月 7 日 

  倉智 博久 山形大学医学部発達生体防御講座教授 2006 年 6 月 5 日 

  小室 一成 千葉大学大学院医学研究院教授 2005 年 6 月 13 日

  齋藤 能彦 奈良県立医科大学教授 2007 年 6 月 4 日 

  佐谷 秀行 慶應義塾大学医学部教授 2005 年 6 月 13 日

  袖岡 幹子 理化学研究所 袖岡有機合成化学研究室 
主任研究員 

2006 年 6 月 5 日 

  中山 俊憲 千葉大学大学院医学研究院教授 2007 年 6 月 4 日 

  西村いくこ 京都大学大学院理学研究科教授 2007 年 6 月 4 日 

  福永 浩司 東北大学大学院薬学研究科教授 2007 年 6 月 4 日 

  満屋 裕明 熊本大学大学院医学薬学研究部教授   2007 年 6 月 4 日 

  森  憲作 東京大学大学院医学系研究科教授 2005 年 6 月 13 日

  山口 雅彦 東北大学大学院薬学研究科教授 2005 年 6 月 13 日

  山本 一彦 東京大学大学院医学系研究科教授 2005 年 6 月 13 日
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    事 務 局 便り 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                          

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
財団法人ノバルティス科学振興財団 

                           106-0031 東京都港区西麻布 4-16-13 
                           TEL:03-5464-1460  FAX:03-5467-3055 
                                               ホームページ：www.novatrisfound.jp 

事務局より 
 当財団は、今年９月３日で設立２０周年を迎えます。1987 年（昭和 62 年）

にチバ・ガイギー科学振興財団として産声をあげました。設立１０周年の年

に同じスイス・バーゼル市内のサンド社とチバガイギー社が合併し Novartis
（ノバルティス）社になったことに伴い、当財団もノバルティス科学振興財

団と名称を変更しました。また、設立１５周年の年には、財団の事務所を宝

塚市から東京の六本木に移しました。現在の事務所は西麻布にあります。 
その間、多くの生命科学分野の研究者の方の支援をさせて戴きましたが、

これも歴代の理事、評議員、選考委員の先生方のご尽力の賜物と感謝いたし

ております。来年（2008 年）３月１４日（金）に東京會舘（東京日比谷）

で 20 周年記念集会を開催致しますので、是非ご参加いただきくご案内致し

ます。今後も、多くの素晴らしい研究のお役にたてればと、事務局一同念じ

ております。            事務局長  梅田 賢一 
  

ご寄附のお願いついて 
 

 幣財団は、生物・生命科学およびそれに関連する化学の領域における創造的な研

究に対し助成し、学術の進展と福祉の向上に寄与することを目的としております。

 これらの事業は基本財産の運用及び寄付金により推進されております。 

幣財団は、特定公益増進法人の認定を受けております。特定公益増進法人とは、公共

法人、公益法人等のうち、教育または科学の振興、文化の向上、社会福祉への貢献そ

の他公益の増進に著しく寄与するものとして認定されたものをいいます。 

 これらの法人に対して個人または法人が寄附を行った場合は、その個人・法人 

ともに税法上の下記の優遇措置を受けることができます。 

 優遇措置概略 

   個人： 支出した寄付金（その年の総所得額の２５％を限度とする）のう 

       ち 1 万円を超える部分について寄付金控除が認められます。 

   法人： 支出した寄付金は、通常一般の寄付金の損益算入限度額と同額ま 

       で別枠で損金に算入できます。 

幣財団の事業趣旨にご賛同頂ける方々からのご寄附をお待ちしております。 

ご寄附については常時受け付けさせていただいております。 

 

詳細は財団事務局（TEL:03-5464-1460）までお問合せ下さい。 
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